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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器であって、前記ユーザ機器は第２のユーザ機器であり、
　ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得するべく第１のタスクを実行
するよう構成されているプロセッサであって、前記第１の結果は、ページング情報、キャ
ンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果
、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情
報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャン
プオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセルのアップリ
ンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルのア
ップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つ
の情報を含む、プロセッサと、
　ウェアラブルデバイスである第１のユーザ機器が前記第１の結果を利用して前記ネット
ワークデバイスと通信するように、前記第１の結果を前記第１のユーザ機器に送信するよ
う構成されている送信機と
　を備え、
　前記送信機はさらに、前記第１のユーザ機器が前記第２のユーザ機器を利用して前記第
１のタスクを実行する前に、ユーザによる前記第１のタスクの実行を求める要求が前記第
２のユーザ機器でトリガされることで第１の指示情報を送信するように構成され、前記第
１の指示情報は、第２のタスクを実行するよう命令するために利用される、
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　ユーザ機器。
【請求項２】
　前記プロセッサはさらに、
　セル測定を実行して、サービングセル測定結果および／もしくは隣接セル測定結果を取
得すること、
　セル選択もしくはセル再選択を実行し、選択もしくは再選択されたセルに関する情報を
決定すること、
　キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報をリスニングして
、前記キャンプオンする予定のセルもしくは前記サービングセルの前記システム情報が変
化する場合に前記キャンプオンする予定のセルもしくは前記サービングセルの変化後のシ
ステム情報を決定すること、または、
　ページングメッセージをリスニングして、ページングオブジェクトが前記第１のユーザ
機器であるページングメッセージがリスニングによって取得されると決定すること、
　のうち少なくとも１つを実行するよう構成されており、
　前記送信機はさらに、第４の要求メッセージを前記ネットワークデバイスに送信するよ
う構成されており、前記第４の要求メッセージは、前記ネットワークデバイスが提供する
サービスについて必要なパラメータ情報を取得するために利用され、前記ユーザ機器はさ
らに、
　前記ネットワークデバイスが送信する第１の応答メッセージを受信するよう構成されて
いる受信機であって、前記第１の応答メッセージは、前記パラメータ情報を含み、前記パ
ラメータ情報は、アップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、ア
ップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、または、設定パラメ
ータのうち少なくとも１つを含み、前記設定パラメータは、物理層設定パラメータ、媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）層設定パラメータ、無線リンク制御（ＲＬＣ）層設定パラメータ
、パケットデータコンバーゼンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層設定パラメータ、または、無
線リソース制御（ＲＲＣ）設定パラメータのうち少なくとも１つのパラメータを含む、受
信機を備える
　請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項３】
　前記第１のユーザ機器が送信する第１の要求メッセージを受信するよう構成されている
受信機であって、前記第１の要求メッセージは前記第１の結果を要求するために利用され
る、受信機をさらに備える
　請求項２に記載のユーザ機器。
【請求項４】
　前記プロセッサはさらに、前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器との間にグル
ープを構築するよう決定するよう構成されており、前記グループは、前記第１のユーザ機
器および前記第２のユーザ機器が前記ネットワークデバイスとの通信のために利用される
少なくとも１つの情報を共有する旨を示し、
　前記送信機はさらに、前記グループが前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器と
の間に構築されている旨を示すべく、前記第１のユーザ機器にグループ構築確認メッセー
ジを送信するよう構成されている
　請求項３に記載のユーザ機器。
【請求項５】
　前記受信機はさらに、前記ネットワークデバイスが送信するページングメッセージを受
信するよう構成されており、
　前記ページングメッセージは
　前記グループのグループ情報、
　前記第１のユーザ機器の識別子、
　前記第１のユーザ機器の前記識別子およびグループ処理を実行するか否かを示す指示、
　前記第１のユーザ機器の前記識別子および前記ページングメッセージを前記第１のユー
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ザ機器に転送するか否かを示す指示、または、
　前記第１のユーザ機器の前記識別子および前記第２のユーザ機器の識別子
　のうち１つを含む
　請求項４に記載のユーザ機器。
【請求項６】
　前記送信機はさらに、前記ページングメッセージを前記第１のユーザ機器に転送するか
、または、前記ページングメッセージのコンテンツの一部または全てを前記第１のユーザ
機器に送信するか、または、サービス通知メッセージを前記第１のユーザ機器に送信する
よう構成されており、前記サービス通知メッセージは、前記ネットワークデバイスが送信
する受信した前記ページングメッセージにしたがって前記第２のユーザ機器が決定する
　請求項２から５のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項７】
　前記プロセッサはさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、前記グループを前
記第２のユーザ機器によって解除するよう構成されている
　請求項４に記載のユーザ機器。
【請求項８】
　前記予め設定された条件が満たされることは、
　前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしき
い値に到達すること、または、
　前記第２のユーザ機器が、前記第１のユーザ機器もしくは前記ネットワークデバイスが
送信するグループ解除指示情報を受信すること、または、
　前記第２のユーザ機器が、人間－機械インターフェースを利用することで、または、ア
プリケーション層から、グループ解除指示情報を受信すること
　を含む
　請求項７に記載のユーザ機器。
【請求項９】
　前記送信機はさらに、グループ解除指示情報を前記ネットワークデバイスに送信するよ
う構成されており、前記グループ解除指示情報は、前記第１のユーザ機器と前記第２のユ
ーザ機器との間の前記グループを解除するよう命令するために利用される
　請求項７または８に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記プロセッサはさらに、前記ネットワークデバイスへのランダムアクセスプロセスま
たはロケーション更新プロセスを実行するよう構成されており、前記送信機はさらに、前
記ランダムアクセスプロセスまたは前記ロケーション更新プロセスにおいて、前記グルー
プ解除指示情報を前記ネットワークデバイスに、送信するよう構成されている
　請求項９に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　ウェアラブルデバイスである第１のユーザ機器のネットワークデバイスとの通信に必要
な第１の結果を取得するべく第１のタスクを第２のユーザ機器が実行する段階であって、
前記第１の結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセ
ルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定の
セルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択も
しくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセル
に関する情報、サービングセルのアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電
力調整情報、または、サービングセルのアップリンクタイミング事前情報もしくはアップ
リンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を含む、段階と、
　前記第１のユーザ機器が前記第１の結果を利用して前記ネットワークデバイスと通信す
るように、前記第２のユーザ機器が前記第１の結果を前記第１のユーザ機器に送信する段
階と、
　前記第２のユーザ機器が前記第１のタスクを実行する前に、ユーザによる前記第１のタ
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スクの実行を求める要求が前記第２のユーザ機器でトリガされることで前記第２のユーザ
機器が第１の指示情報を送信する段階であって、前記第１の指示情報は、前記第１のユー
ザ機器が第２のタスクを実行するよう命令するために利用される、段階と
　を備える方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１３】
　プログラムを格納しているコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムがプロ
セッサによって実行されると、請求項１１に記載の方法が実行される、コンピュータ可読
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特に通信方法およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の発展に伴い、さまざまな種類のユーザ端末が登場している。ウェアラブルデ
バイスは、サイズが小型で持ち運びに便利なため、広く利用されている。例えば、手首で
支持される腕時計およびリストストラップ等の製品、足で支持される靴および靴下もしく
は足に装着するその他の製品、メガネ、ヘルメット、ヘッドバンド等頭で支持されるもの
、ならびに、スマート服、スマートスクールバッグ、スマート杖およびスマートアクセサ
リー等のさまざまな形態の製品が挙げられる。
【０００３】
　ウェアラブルデバイスは、多機能化およびポータブル化が進んでいる。このため、大半
のウェアラブルデバイスではアプリケーションソフトウェアおよびモバイル通信機能をサ
ポートすることができる。例えば、一部のウェアラブルデバイスは、加入者識別モジュー
ル（ＳＩＭ）カードをサポートしている。
【０００４】
　しかし、大半のウェアラブルデバイスは、サイズが比較的小型で保持可能なバッテリー
のサイズは限られる。このため、ウェアラブルデバイスは、バッテリスタンバイ時間が比
較的短い場合が多い。しかし、アプリケーションソフトウェアおよび通信機能は両方とも
、比較的大量の電気でサポートする必要がある。この結果、これらの機能を開始すれば、
消費電力が増加する。このため、ウェアラブルデバイスのバッテリスタンバイ時間が短く
なり、実用性が低くなる。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の実施形態は通信方法およびデバイスを提供する。本発明の実施形態によると、
ユーザ機器のスタンバイ時間を長くすることができ、実用性が高くなる。
【０００６】
　ある態様によると、本願の実施形態は、通信方法提供する。当該方法は、ウェアラブル
デバイスである第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行す
ることによって、ネットワークデバイスとの通信に必要とされる第１の結果を取得すると
決定する段階であって、第１の結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルも
しくはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャ
ンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステ
ム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもし
くはサービングセルに関する情報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情
報もしくはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップ
リンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情
報を含み得る、段階と、第２のユーザ機器が送信する第１の結果を第１のユーザ機器が受
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信する段階であって、第１の結果は、第１のタスクを実行することによって第２のユーザ
機器が取得する、段階と、第２のユーザ機器から取得した第１の結果を利用してネットワ
ークデバイスと第１のユーザ機器が通信する段階と、第１のユーザ機器が第２のユーザ機
器を利用して第１のタスクを実行する前に、ユーザによる第１のタスクの実行を求める要
求が第２のユーザ機器でトリガされることで第２のユーザ機器が送信する第１の指示情報
を第１のユーザ機器が受信する段階であって、第１の指示情報は、第１のユーザ機器が第
２のタスクを実行するよう命令するために利用される、段階とを備える。本発明の本実施
形態を利用することで、第１のユーザ機器は、ネットワークデバイスとの通信に必要とな
る情報を、第２のユーザ機器を利用することで取得するとしてよく、第１のタスクを常に
実行する必要がないので、消費エネルギーが少なくなる。さらに、第１のユーザ機器が第
２のユーザ機器と通信する場合に消費するエネルギーは第１のユーザ機器がネットワーク
デバイスと通信する場合に必要なエネルギーよりも少ないので、エネルギーをさらに節約
することができる。
【０００７】
　可能な設計において、第１のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択
、セルシステム情報リスニング、セルページングメッセージリスニング、セルページング
メッセージ受信、サービングセルで利用するアップリンク送信電力情報もしくはアップリ
ンク送信電力調整情報を決定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイミン
グ事前情報もしくはアップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決
定すること、または、トラッキングエリアを更新すると決定すること等のうち１または複
数のタスクを含むとしてよい。このように、第１のユーザ機器は前述のタスクを実行しな
いので、エネルギーが節約されるとしてよい。
【０００８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器が第２のタスクのみを実
行する段階を備え、第２のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択、セ
ルシステム情報変化リスニング、セルシステム情報受信、セルページングメッセージリス
ニング、セルページングメッセージ受信、サービングセルで利用するアップリンク送信電
力情報またはアップリンク送信電力調整情報を決定すること、サービングセルで利用する
アップリンクタイミング事前情報またはアップリンク事前調整情報を決定すること、トラ
ッキングエリアを決定すること、および、トラッキングエリアを更新すると決定すること
のうち、前記第１のタスク以外のタスクを含むとしてよい。前述のタスクは全て第１のユ
ーザ機器とネットワークデバイスとの間の通信のプロセスにおいて実行する必要があるの
で、一部のタスクの実行を第２のユーザ機器に任せると消費エネルギーが少なくなるとし
てよい。
【０００９】
　可能な設計において、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを
実行する前に、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器またはネットワークデバイスが送
信する第１の指示情報を第１のユーザ機器が受信する段階を備えるとしてよい。第１の指
示情報は第２のタスクを実行するよう命令するために利用される。本発明の本実施形態を
利用することで、第１のユーザ機器は、特定の命令を受けた場合に限り第１のタスクの実
行を停止または省略するとしてよい。これによって、タスクを繰り返し実行しないように
したり、または、第１のユーザ機器がアイドル状態にならないようにしたりして、通常の
通信が確実に行われるようにする。
【００１０】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器によって第１の結果を格
納する段階を備える。この結果、第１のユーザ機器は、第１のユーザ機器がネットワーク
デバイスと通信する必要がある場合に、格納された第１の結果を取得する。第１のユーザ
機器が第２のユーザ機器が送信する第１の結果を受信する場合、第１のユーザ機器は、ネ
ットワークデバイスと通信する必要はないとしてよい。このため、第１のユーザ機器は最
初に、第１の結果を格納するとしてよく、第１のユーザ機器が通信を実行する必要がある
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場合に、格納されている第１の結果を利用して通信を実行する。
【００１１】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１の結果を受信する段階の前に、第１の
ユーザ機器によって第１の要求メッセージを第２のユーザ機器に送信する段階を備えると
してよい。第１の要求メッセージは第１の結果を要求するために利用される。第１のユー
ザ機器は、第１のユーザ機器が通信を実行する必要がある場合に、第２のユーザ機器から
第１の結果を取得するとしてよい。このようにして、不要な通信を回避するとしてよく、
通信効率が改善されるとしてよく、消費エネルギーが少なくなるとしてよい。
【００１２】
　可能な設計において、第１の結果を利用してネットワークデバイスと第１のユーザ機器
が通信する段階は、第１のユーザ機器が、第１の結果を利用してネットワークデバイスに
対して直接接続を構築して、通信を実行する段階、または、第１の結果および第２のユー
ザ機器を利用してネットワークデバイスと第１のユーザ機器が間接的に通信する段階を含
む。第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の直接通信を回避して消費エネルギ
ーを低減するべく、通信プロセスのデータも第２のユーザ機器を利用して送信するとして
よい。
【００１３】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器が送信するグループ構築
確認メッセージを第１のユーザ機器が受信する段階を備える。グループ構築確認メッセー
ジは、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループが構築されている旨を示す
ために利用される。上記の方法は、グループを構築することによって実施されるとしてよ
い。このようにして、第１のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネットワークデバイス
の間の通信は、グループに基づいて実行されるとしてよい。これによって、タスクはより
明示的になる。
【００１４】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループが構築される前に、第２の要求メ
ッセージを第２のユーザ機器に第１のユーザ機器が送信する段階を備える。第２の要求メ
ッセージは、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループを構築するよう要求
するために利用される。グループ構築要求は、第１のユーザ機器によってトリガされると
してよい。例えば、第１のユーザ機器のアプリケーションによってトリガされるとしても
よいし、または、グループを構築する必要がある場合にトリガされるとしてよい。このよ
うにして、必要があればグループを構築するので、リソースが節約されるとしてよい。
【００１５】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器が送信するページングメ
ッセージを第１のユーザ機器が受信する段階を備え、ページングメッセージのページング
オブジェクトは第１のユーザ機器であり、または、第２のユーザ機器が送信するページン
グメッセージのコンテンツの一部または全てを第１のユーザ機器が受信する段階を備え、
ページングメッセージは、ネットワークデバイスが送信して、第２のユーザ機器が受信し
、または、第２のユーザ機器が送信するサービス通知メッセージを第１のユーザ機器が受
信する段階を備え、サービス通知メッセージは、ネットワークデバイスが送信した受信ペ
ージングメッセージにしたがって第２のユーザ機器が決定する。本発明の本実施形態を利
用することで、ネットワークデバイスが実行する第１のユーザ機器のページングもまた、
第２のユーザ機器が受信するとしてよい。このようにして、消費エネルギーがさらに少な
くなるとしてよい。
【００１６】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、
グループを解除するよう第１のユーザ機器が決定する段階を備える。グループは、第１の
ユーザ機器と第２のユーザ機器との間で近距離通信が実行可能であること、または、グル
ープを構築する必要があること、を基準に構築される。このため、予め設定された条件が
満たされる場合にグループを解除するとしてよく、当該グループが占有していたリソース
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が解放されるので、グループ構築の自由度が高くなる。
【００１７】
　可能な設計において、予め設定された条件が満たされることは、第１のユーザ機器と第
２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしきい値に到達すること、または、第
１のユーザ機器が、第２のユーザ機器もしくはネットワークデバイスが送信するグループ
解除指示情報を受信すること、または、第１のユーザ機器が、人間－機械インターフェー
スを利用することで、または、アプリケーション層から、グループ解除指示情報を受信す
ることを含む。本発明を利用することで、第１のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネ
ットワークデバイスは全て、グループ解除をトリガすることができるので、グループの構
築および解除は自由度が高くなり、ユーザ使用感も改善される。
【００１８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループを解除した後、第１のタスクの実
行を第１のユーザ機器が開始もしくは再開する段階、または、第１のユーザ機器が現在の
サービングセルに継続してキャンプオンする段階を備える。グループを解除した後、すな
わち、第２のユーザ機器が第１のユーザ機器に代わって第１のタスクを実行しなくなった
後、第１のユーザ機器はさらに、他のユーザ機器との間でグループを構築するとしてもよ
いし、または、第１のタスクを自身で実行するとしてもよい。第１のユーザ機器がキャン
プ状態の場合、第１のユーザ機器は第２のユーザ機器を利用して選択または再選択された
セルに継続してキャンプオンするとしてよい。このため、グループ構築は、自由度が高く
なり、さまざまなケースに応じて適応させることも可能になるので、実施可能性が高くな
る。
【００１９】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループを解除する前に、第３の要求メッ
セージを第２のユーザ機器に第１のユーザ機器が送信する段階を備えるとしてよい。第３
の要求メッセージは、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間のグループを解除する
よう命令するために利用される。本発明の本実施形態を利用することで、グループ解除は
第１のユーザ機器によってトリガされるとしてよい。
【００２０】
　可能な設計において、グループ解除プロセスにおいて、上記の方法はさらに、第１のユ
ーザ機器がグループ解除後も第２のユーザ機器と同じセルまたは同じトラッキングエリア
に継続して存在するか否かを、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器に通知する段階を備
える。グループを解除した後、セルおよびトラッキングエリア等の情報は決定し直すとし
てよい。この場合、第１のユーザ機器は指示を与えるとしてよい。このため、グループを
解除した後、ネットワークデバイスは、第１のユーザ機器の位置および第１のユーザ機器
に関する情報を把握しているので、通常の通信が確実に行われる。
【００２１】
　別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、ウェアラブル
デバイスである第１のユーザ機器のネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を
取得するべく第１のタスクを第２のユーザ機器が実行する段階であって、第１の結果は、
ページング情報、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サ
ービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしくはサービ
ングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル再選択の
後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サー
ビングセルのアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、または
、サービングセルのアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報
のうち少なくとも１つの情報を含む、段階と、第２のユーザ機器が第１の結果を第１のユ
ーザ機器に送信する段階と、第２のユーザ機器が第１のタスクを実行する前に、ユーザに
よる第１のタスクの実行を求める要求が第２のユーザ機器でトリガされることで第２のユ
ーザ機器が第１の指示情報を送信する段階であって、第１の指示情報は、第１のユーザ機
器が第２のタスクを実行するよう命令するために利用される、段階とを備えるとしてよい
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。第１のユーザ機器は、第１の結果を利用してネットワークデバイスと通信するとしてよ
い。本発明の本実施形態を利用することで、第１のユーザ機器は、ネットワークデバイス
との通信に必要となる情報を、第２のユーザ機器を利用することで取得するとしてよく、
第１のタスクを常に実行する必要がないので、消費エネルギーが少なくなる。これに加え
て、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器と通信する場合に消費するエネルギーは第１の
ユーザ機器がネットワークデバイスと通信する場合に必要なエネルギーよりも少ないので
、エネルギーをさらに節約することができる。
【００２２】
　可能な設計において、第１の結果を取得するべく第１のタスクを第２のユーザ機器が実
行する段階は、セル測定を第２のユーザ機器が実行して、サービングセル測定結果および
／もしくは隣接セル測定結果を取得する段階、セル選択もしくはセル再選択を第２のユー
ザ機器が実行し、選択もしくは再選択されたセルに関する情報を決定する段階、キャンプ
オンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報を第２のユーザ機器がリスニ
ングして、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報が変化す
る場合にキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルの変化後のシステム情報を
決定すること、または、ページングメッセージを第２のユーザ機器がリスニングして、ペ
ージングオブジェクトが第１のユーザ機器であるページングメッセージがリスニングによ
って取得されると決定する段階のうち少なくとも１つを含む。上記の方法はさらに、第４
の要求メッセージをネットワークデバイスに第２のユーザ機器が送信する段階であって、
第４の要求メッセージは、ネットワークデバイスが提供するサービスについて必要なパラ
メータ情報を取得するために利用される、段階と、ネットワークデバイスが送信する第１
の応答メッセージを第２のユーザ機器が受信する段階であって、第１の応答メッセージは
、パラメータ情報を含み、パラメータ情報は、アップリンク送信電力情報もしくはアップ
リンク送信電力調整情報、アップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調
整情報、または、設定パラメータのうち少なくとも１つを含み、設定パラメータは、物理
層設定パラメータ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層設定パラメータ、無線リンク制御（Ｒ
ＬＣ）層設定パラメータ、パケットデータコンバーゼンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層設定
パラメータ、または、無線リソース制御（ＲＲＣ）設定パラメータのうち少なくとも１つ
のパラメータを含む、段階とを備える。第２のユーザ機器は、第１のユーザ機器に代わっ
て前述のタスクのうち任意の１または複数を実行するので、第１のユーザ機器がこれらの
タスクを自身で実行するために必要とする消費エネルギーを低減することが出来、その結
果としてスタンバイ時間が長くなる。
【００２３】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１の結果を第２のユーザ機器が第１のユ
ーザ機器に送信する段階の前に、第１のユーザ機器が送信する第１の要求メッセージを第
２のユーザ機器が受信する段階であって、第１の要求メッセージは第１の結果を要求する
ために利用される、段階を備えるとしてよい。このため、第１のユーザ機器は、第１のユ
ーザ機器が通信を実行する必要がある場合に、第２のユーザ機器から第１の結果を取得す
るとしてよい。このようにして、不要な通信を回避するとしてよく、通信効率が改善され
るとしてよく、消費エネルギーが少なくなるとしてよい。
【００２４】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との
間にグループを構築するよう第２のユーザ機器が決定する段階であって、グループは、第
１のユーザ機器および第２のユーザ機器がネットワークデバイスとの通信のために利用さ
れる少なくとも１つの情報を共有し得る旨を示す、段階と、グループが第１のユーザ機器
と第２のユーザ機器との間に構築されている旨を示すべく、第１のユーザ機器にグループ
構築確認メッセージを第２のユーザ機器が送信する段階とを備える。上記の方法は、グル
ープを構築することで実現されるとしてよい。このようにして、第１のユーザ機器、第２
のユーザ機器およびネットワークデバイスの間の通信は、グループに基づいて実行される
としてよく、これによってタスクがより明示的になる。
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【００２５】
　可能な設計において、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループを構築す
るよう第２のユーザ機器が決定する段階は、グループ構築要求メッセージをネットワーク
デバイスに第２のユーザ機器が送信する段階であって、グループ構築要求メッセージがグ
ループに関する情報を含むことにより、ネットワークデバイスはグループ構築要求メッセ
ージにしたがってグループを構築する、段階と、ネットワークデバイスが送信するグルー
プ構築確認メッセージを第２のユーザ機器が受信する段階とを備えるとしてよい。特定の
グループがネットワークデバイスによって構築されるとしてよい。このようにして、第１
のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネットワークデバイスの全てがグループ関係を把
握することが確実になるとしてよい。
【００２６】
　可能な設計において、グループは、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセ
ルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定の
セルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択も
しくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセル
に関する情報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリ
ンク送信電力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事
前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を、第１のユーザ
機器および第２のユーザ機器が共有し得る旨を示す。前述した情報を共有することで、第
１のユーザ機器は、第２のユーザ機器を利用して上述した共有情報を取得し得るので、エ
ネルギー節約につながる。
【００２７】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器
が１つのグループに含まれている旨をネットワークデバイスに通知するべく、グループに
関する情報をネットワークデバイスに第２のユーザ機器が送信する段階を備える。これに
代えて、グループは第２のユーザ機器によって構築されるとしてもよく、第２のユーザ機
器は、グループを構築した後に、グループをネットワークデバイスに通知する。
【００２８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器が送信するグループ構築
要求メッセージを第２のユーザ機器が受信する段階、または、第１のユーザ機器と第２の
ユーザ機器との間にグループを構築する必要があると第２のユーザ機器が決定する段階を
備えるとしてよい。第２のユーザ機器は、グループを構築する場合、第１のユーザ機器ま
たはネットワークデバイスの命令のもとでグループを構築するとしてよい。
【００２９】
　可能な設計において、グループに関する情報は、グループ固有識別子、第１のユーザ機
器の識別子、または、第２のユーザ機器の識別子のうち任意の１または複数を含むとして
よい。グループ固有識別子は、第２のユーザ機器またはネットワークデバイスによって生
成されるとしてよい。このようにして、対応するデバイスまたはグループは、対応する識
別子に基づいて発見されるとしてよい。
【００３０】
　可能な設計において、ページングメッセージを第２のユーザ機器がリスニングして、ペ
ージングオブジェクトが第１のユーザ機器であるページングメッセージがリスニングによ
って取得されると決定する段階は、ネットワークデバイスが送信するページングメッセー
ジを第２のユーザ機器が受信する段階を含むとしてよく、ページングメッセージはグルー
プのグループ情報を含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子を
含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子およびグループ処理を
実行するか否かを示す指示を含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の
識別子およびページングメッセージを第１のユーザ機器に転送するか否かを示す指示を含
み、または、ページングメッセージは、第１のユーザ機器の識別子および第２のユーザ機
器の識別子を含む。前述した方式では、ページングメッセージが、ページングオブジェク
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トがグループであるページングであるか否かが決定されるとしてよく、これによって第２
のユーザ機器が第１のユーザ機器に代わってページングメッセージを受信することが可能
になる。このため、第１のユーザ機器の消費エネルギーがさらに少なくなる。
【００３１】
　可能な設計において、ページングオブジェクトが第１のユーザ機器であるページングメ
ッセージがリスニングによって取得されると第２のユーザ機器が決定する段階はさらに、
ページングメッセージを第１のユーザ機器に第２のユーザ機器が転送する段階、または、
ページングメッセージのコンテンツの一部または全てを第１のユーザ機器に第２のユーザ
機器が送信する段階、または、サービス通知メッセージを第１のユーザ機器に第２のユー
ザ機器が送信する段階を含み、サービス通知メッセージは、ネットワークデバイスが送信
する受信したページングメッセージにしたがって第２のユーザ機器が決定する。第２のユ
ーザ機器が受信したページングメッセージのコンテンツの一部は第２のユーザ機器専用で
ある場合があるので、前述した方式によれば、データ送信時に必要となるリソースが少な
くなるとしてよい。
【００３２】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、
グループを第２のユーザ機器が解除する段階を備える。グループは、第１のユーザ機器と
第２のユーザ機器との間で近距離通信が実行可能であること、または、グループを構築す
る必要があること、を基準に構築される。このため、予め設定された条件が満たされる場
合にグループを解除するとしてよく、当該グループが占有していたリソースが解放される
ので、グループ構築の自由度が高くなる。
【００３３】
　可能な設計において、予め設定された条件が満たされることは、第１のユーザ機器と第
２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしきい値に到達すること、または、第
２のユーザ機器が、第１のユーザ機器もしくはネットワークデバイスが送信するグループ
解除指示情報を受信すること、または、第２のユーザ機器が、人間－機械インターフェー
スを利用することで、または、アプリケーション層から、グループ解除指示情報を受信す
ることを含むとしてよい。本発明を利用することで、第１のユーザ機器、第２のユーザ機
器およびネットワークデバイスは全て、グループ解除をトリガすることができるように適
切に実施され得るので、グループの構築および解除は自由度が高くなり、ユーザ使用感も
改善される。
【００３４】
　可能な設計において、グループを第２のユーザ機器が解除する段階は、グループ解除指
示情報をネットワークデバイスに第２のユーザ機器が送信する段階であって、グループ解
除指示情報は、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間のグループを解除するよう命
令するために利用される、段階を含む。本発明の本実施形態を利用することで、ネットワ
ークデバイスはさらに、対応するグループを解除するとしてよく、グループに関する情報
が格納されている場合に限りグループに関する情報を削除するとしてよい。
【００３５】
　可能な設計において、グループ解除指示情報をネットワークデバイスに第２のユーザ機
器が送信する段階は、
　ネットワークデバイスへのランダムアクセスプロセスまたはロケーション更新プロセス
を第２のユーザ機器が実行する段階、および、ランダムアクセスプロセスまたはロケーシ
ョン更新プロセスにおいて、グループ解除指示情報をネットワークデバイスに、第２のユ
ーザ機器が送信する段階を含むとしてよい。
【００３６】
　可能な設計において、第２のユーザ機器がネットワークデバイスに送信するグループ解
除指示情報は、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器が継続して同じセルおよび／ま
たは同じトラッキングエリアに存在するか否かを示す指示情報を含む。グループを解除し
た後、すなわち、第２のユーザ機器が第１のユーザ機器に代わって第１のタスクを実行し
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なくなった後、第１のユーザ機器はさらに、他のユーザ機器との間でグループを構築する
としてもよいし、または、第１のタスクを自身で実行するとしてもよい。第１のユーザ機
器がキャンプ状態の場合、第１のユーザ機器は第２のユーザ機器を利用して選択または再
選択されたセルに継続してキャンプオンするとしてよい。このため、グループ構築は、自
由度が高くなり、さまざまなケースに応じて適応させることも可能になるので、実施可能
性が高くなる。
【００３７】
　可能な設計において、第２のユーザ機器は第１のユーザ機器が送信するグループ解除指
示情報を受信する。グループ解除指示情報は、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器
が継続して同じセルおよび／または同じトラッキングエリアに存在するか否かを示す指示
情報を含む。
【００３８】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、第１の
ユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係に関する指示情報であって、第２のユー
ザ機器が送信する指示情報をアクセスネットワークデバイスが受信する段階であって、対
応関係は、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行するこ
とで、ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得することを意味し、第１
の結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関す
る情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもし
くはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセ
ル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する
情報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信
電力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報も
しくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を含み得る、段階と、第２
のユーザ機器が第１のタスクを実行すると、対応関係に基づいて、アクセスネットワーク
デバイスが決定する段階とを備えるとしてよい。本発明の本実施形態を利用することで、
第１のユーザ機器は、ネットワークデバイスとの通信に必要となる情報を、第２のユーザ
機器を利用することで取得するとしてよく、第１のタスクを常に実行する必要がないので
、消費エネルギーが少なくなる。これに加えて、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器と
通信する場合に消費するエネルギーは第１のユーザ機器がネットワークデバイスと通信す
る場合に必要なエネルギーよりも少ないので、エネルギーをさらに節約することができる
。ネットワークデバイスはアクセスネットワークデバイスを含む。
【００３９】
　可能な設計において、対応関係の指示情報は、グループに関する情報を含み、グループ
に関する情報は、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループが構築される旨
を示すために利用される。グループは、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用し
て第１のタスクを実行することで、ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を
取得する旨を示す。上記の方法は、グループを構築することによって実現されるとしてよ
い。このようにして、第１のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネットワークデバイス
の間の通信は、グループに基づいて実行されるとしてよい。これによって、タスクはより
明示的になる。
【００４０】
　可能な設計において、アクセスネットワークデバイスが第１のユーザ機器と第２のユー
ザ機器との間の対応関係を決定することは、第２のユーザ機器が送信するグループ構築要
求メッセージをアクセスネットワークデバイスが受信することを含む。グループ構築要求
メッセージは、グループに関する情報を保持し、グループに関する情報は、第１のユーザ
機器の識別子および第２のユーザ機器の識別子を含み、グループ構築要求メッセージは、
第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループを構築するよう命令するために利
用される。グループはネットワークデバイスによって構築されるとしてよく、具体的には
、アクセスネットワークデバイスによって構築されるとしてよい。グループを構築するた
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めに必要なデータは、第２のユーザ機器によって提供されるとしてよい。
【００４１】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループが構築される前に、グループ構築
要求メッセージにしたがって第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループをア
クセスネットワークデバイスによって構築する段階と、グループの識別子を生成する段階
とを備えるとしてよい。
【００４２】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループ構築確認メッセージを第２のユー
ザ機器にアクセスネットワークデバイスが送信する段階を備え、グループ構築確認メッセ
ージはアクセスネットワークデバイスがグループ構築に同意している旨を示すべく利用さ
れる。
【００４３】
　可能な設計において、対応関係に基づいて第２のユーザ機器が第１のタスクを実行する
とアクセスネットワークデバイスが決定する段階は、ページングオブジェクトが第１のユ
ーザ機器であるページングメッセージをアクセスネットワークデバイスが送信する必要が
ある場合に、対応関係の情報にしたがって当該ページングメッセージを第２のユーザ機器
にアクセスネットワークデバイスが送信する段階を含むとしてよい。前述した方式では、
ページングメッセージが、ページングオブジェクトがグループであるページングであるか
否かが決定されるとしてよく、これによって第２のユーザ機器が第１のユーザ機器に代わ
ってページングメッセージを受信することが可能になる。このため、第１のユーザ機器の
消費エネルギーがさらに少なくなる。
【００４４】
　可能な設計において、第２のユーザ機器に送信されるページングメッセージはグループ
に関する情報を含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子を含み
、または、第２のユーザ機器に送信されるページングメッセージは第１のユーザ機器の識
別子およびグループ処理を実行するか否かを示す指示を含み、または、ページングメッセ
ージは第１のユーザ機器の識別子およびページングメッセージを第１のユーザ機器に転送
するか否かを示す指示を含み、または、ページングメッセージは、第１のユーザ機器の識
別子および第２のユーザ機器の識別子を含む。
【００４５】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループに関する情報をコアネットワーク
デバイスにアクセスネットワークデバイスが送信する段階を備える。ネットワークデバイ
スは、アクセスネットワークデバイスおよびコアネットワークデバイスを含むとしてよく
、グループは、コアネットワークデバイスが構築するとしてもよく、または、コアネット
ワークデバイスに通知されるとしてもよい。
【００４６】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、第１の
ユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係をコアネットワークデバイスが決定する
段階であって、対応関係は、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行することで
、ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を第１のユーザ機器が取得すること
を意味し、ネットワークデバイスはコアネットワークデバイスおよびアクセスネットワー
クデバイスを含む、段階と、対応関係に基づいて第１のユーザ機器とコアネットワークデ
バイスが通信する段階とを備えるとしてよい。当該方法を利用することで、通信プロセス
において、第１のユーザ機器は、ネットワークデバイスとの通信に必要となる情報を、第
２のユーザ機器を利用することで取得するとしてよく、第１のタスクを常に実行する必要
がないので、消費エネルギーが少なくなる。これに加えて、第１のユーザ機器が第２のユ
ーザ機器と通信する場合に消費するエネルギーは第１のユーザ機器がネットワークデバイ
スと通信する場合に必要なエネルギーよりも少ないので、エネルギーをさらに節約するこ
とができる。ネットワークデバイスはコアネットワークデバイスを含むとしてよい。
【００４７】
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　可能な設計において、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係をコアネ
ットワークデバイスが決定する段階は、アクセスネットワークデバイスが送信するグルー
プ構築要求メッセージをコアネットワークデバイスが受信する段階であって、グループ構
築要求メッセージは、グループに関する情報を保持し、グループに関する情報は、第１の
ユーザ機器の識別子および第２のユーザ機器の識別子を含む、段階と、グループ構築要求
メッセージにしたがって第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループをコアネ
ットワークデバイスが構築する段階と、グループの識別子を生成する段階とを含む。コア
ネットワークデバイスがグループを構築するプロセスは、当該方法を利用して実現すると
してよい。
【００４８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、グループ構築確認メッセージをアクセスネ
ットワークデバイスにコアネットワークデバイスが送信する段階を備え、グループ構築確
認メッセージは、グループの識別子を含む。コアネットワークデバイスは、グループを構
築した後、アクセスネットワークデバイスを利用して、第１のユーザ機器および第２のユ
ーザ機器にグループを通知するとしてよい。これによって、第１のユーザ機器および第２
のユーザ機器はグループにしたがって動作する。このため、第１のユーザ機器のエネルギ
ーがさらに節約される。
【００４９】
　可能な設計において、対応関係に基づいて第１のユーザ機器とコアネットワークデバイ
スが通信する段階は、ページングオブジェクトが第１のユーザ機器であるページングメッ
セージをコアネットワークデバイスが送信する必要がある場合に、対応関係にしたがって
当該ページングメッセージをアクセスネットワークデバイスにコアネットワークデバイス
が送信する段階と、ページングメッセージを第２のユーザ機器に送信するようアクセスネ
ットワークデバイスに命令する段階とを含む。前述した方式では、ページングメッセージ
が、ページングオブジェクトがグループであるページングであるか否かが決定されるとし
てよく、これによって第２のユーザ機器が第１のユーザ機器に代わってページングメッセ
ージを受信することが可能になる。このため、第１のユーザ機器の消費エネルギーがさら
に少なくなる。
【００５０】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、ネット
ワークデバイスに対する接続を第１のユーザ機器が構築する段階と、第２のユーザ機器を
利用して、または、第２のユーザ機器の支援を受けて、第３のタスクを第１のユーザ機器
が実行する段階であって、第３のタスクは、第１のユーザ機器とネットワークデバイスと
の間の通信のために必要なタスクであり、第３のタスクは、測定設定情報にしたがって測
定を実行すること、ネットワークデバイスに測定結果を送信すること、または、ランダム
アクセス方式でターゲットセルまたはターゲット基地局にハンドオーバーされること、の
うち少なくとも１つを含む、段階とを備えるとしてよい。本発明の本実施形態を利用する
ことで、第１のユーザ機器は通信プロセスにおいて第２のユーザ機器を利用して測定タス
クを実行するとしてよく、これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギーを少なくす
ることができ、スタンバイ時間を長くすることができる。
【００５１】
　可能な設計において、測定設定情報は、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定設定情報およ
び／またはチャネル状態指示情報（ＣＳＩ）測定設定情報を含む。ＲＲＭ測定および／ま
たはＣＳＩ測定のプロキシ測定は、当該方法を利用して実現されるとしてよい。これによ
って、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなる。
【００５２】
　可能な設計において、測定設定情報は、第１の測定設定情報および／または第２の測定
設定情報を含み、第１の測定設定情報は、第１のユーザ機器のためにネットワークデバイ
スによって設定され、第２の測定設定情報は第２のユーザ機器のためにネットワークデバ
イスによって設定される。
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【００５３】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器が送信する第１の測定設
定情報および／または第２の測定設定情報を第１のユーザ機器が受信する段階を備える。
第２のユーザ機器は、測定設定情報を受信した後、測定設定情報を第１のユーザ機器に送
信するとしてよい。これによって、第１のユーザ機器は、第１のユーザ機器が自身で測定
または検証を実行する必要がある場合に、測定設定情報にしたがって測定を実行する。
【００５４】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器が送信する第１の測定結
果を第１のユーザ機器が受信する段階であって、第１の測定結果は第１の測定設定情報お
よび／または第２の測定設定情報にしたがって測定を実行することによって第２のユーザ
機器によって取得される、段階を備える。
【００５５】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２の測定結果を取得するべく第１の測定
設定情報および／または第２の測定設定情報にしたがって第１のユーザ機器が測定を実行
する段階と、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定されたしきい値を
超える場合、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定されたしきい値を
超えている旨を、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器に通知する段階、または、測定設
定情報にしたがって実行される測定を中止するよう第２のユーザ機器に命令する段階、ま
たは、第１のユーザ機器が自律的に測定を実行し始める旨を第２のユーザ機器に通知する
段階、または、定期的またはイベントトリガ方式で第２の測定結果を第２のユーザ機器に
第１のユーザ機器が送信して、第２のユーザ機器は第２の測定結果にしたがって検証を実
行する、段階を備える。本発明の本実施形態を利用することで、プロキシ測定の検証が実
現されるとしてよく、これによって、測定を実行することによって第２のユーザ機器が取
得する結果が、第１のユーザ機器が自身で測定を実行することで取得する結果に近くなる
ことが確実になり、第１のユーザ機器が通常の通信を実行できることが確実になる。
【００５６】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器が送信するハンドオーバ
ー情報を第１のユーザ機器が受信する段階であって、ハンドオーバー情報は、ターゲット
セルに関する情報、ターゲットセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報もしく
はアップリンク事前調整情報、および／または、ターゲットセルで利用されるアップリン
ク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を含む、段階と、ハンドオーバー
情報を利用してネットワークデバイスと第１のユーザ機器が通信する段階とを備える。本
発明の本実施形態を利用することで、ハンドオーバー処理は、第１のユーザ機器の代わり
に第２のユーザ機器において実行されるとしてよい。これによって、第１のユーザ機器の
消費エネルギーが少なくなり、第１のユーザ機器が通常の通信を実行できることが確実に
なり得る。
【００５７】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、ネットワークデバイスまたは第２のユーザ
機器が送信するハンドオーバー指示シグナリングを第１のユーザ機器が受信する段階であ
って、ハンドオーバー指示シグナリングは、物理層制御シグナリング、ＭＡＣシグナリン
グまたはＲＲＣシグナリングであってよい、段階と、ハンドオーバー情報を利用して、ハ
ンドオーバー指示シグナリングにしたがって、ターゲットセルまたはターゲット基地局に
第１のユーザ機器が直接アクセスする段階とを備える。上記の方法を利用することで、第
１のユーザ機器の高速ハンドオーバーが実現するとしてよい。
【００５８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第４のタスクを第１のユーザ機器が実行す
る段階を備え、第４のタスクは、ネットワークデバイスが直接送信するダウンリンクデー
タを受信すること、ネットワークデバイスが直接送信するダウンリンク制御シグナリング
を受信すること、ネットワークデバイスにスケジューリング要求シグナリングを直接送信
すること、ネットワーク側デバイスからセキュアアクティブ化に関連するシグナリングを
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直接受信すること、セキュアアクティブ化に関連するシグナリングをネットワークデバイ
スに直接送信すること、または、ネットワークデバイスにＣＳＩ測定結果情報を直接フィ
ードバックすること、のうち少なくとも１つを含むとしてよい。セキュリティを考慮して
、第１のユーザ機器は、データ通信セキュリティを改善するべく、前述したタスクを自身
で実行するとしてよい。
【００５９】
　可能な設計において、第４のタスクを第１のユーザ機器が実行する段階は、第２の結果
を取得するべく第４のタスクを第１のユーザ機器が実行する段階であって、第２の結果は
、ダウンリンクデータまたはダウンリンク制御シグナリングをデコードすることによって
第１のユーザ機器が取得するＨＡＲＱ情報を含み、ＨＡＲＱ情報は、ダウンリンクデータ
が正しくデコードされているか否かを示している情報である、段階、および、ＨＡＲＱ情
報をネットワークデバイスに第１のユーザ機器が直接フィードバックする段階を含むか、
または、第２の結果を取得するべく第４のタスクを第１のユーザ機器が実行する段階であ
って、第２の結果は、ダウンリンク制御シグナリングの処理またはセキュアアクティブ化
に関連するシグナリングの処理が正しく完了したと第１のユーザ機器が決定することを含
む、段階、および、ネットワークデバイスに、ダウンリンク制御シグナリングの処理が完
了しているか否かを示すフィードバック情報を第１のユーザ機器が直接フィードバックす
る段階を含む。第１のユーザ機器は自身で前述したタスクを実行するので、通信プロセス
におけるセキュリティが改善するとしてよく、通信もより確実になるとしてよい。
【００６０】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、ネット
ワークデバイスが送信する測定設定情報を第２のユーザ機器が受信する段階であって、測
定設定情報は第３のタスクを実行するために利用され、第３のタスクは、第１のユーザ機
器に代えて第２のユーザ機器によって実行されるタスクであって、ネットワークデバイス
との通信に必要なタスクである、段階と、第３のタスクを第２のユーザ機器が実行する段
階であって、第３のタスクは、測定設定情報にしたがって測定を実行すること、ネットワ
ークデバイスに測定結果を送信すること、または、ランダムアクセス方式でターゲット基
地局にハンドオーバーされるプロセスを実行すること、のうち少なくとも１つを含み得る
、段階とを備えるとしてよい。本発明の本実施形態を利用することで、第１のユーザ機器
は通信プロセスにおいて第２のユーザ機器を利用して測定タスクを実行するとしてよく、
これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギーを少なくすることができ、スタンバイ
時間を長くすることができる。
【００６１】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、ネットワークデバイスに対する接続を第１
のユーザ機器が構築すると第２のユーザ機器が決定する段階、または、第１のユーザ機器
またはネットワークデバイスが送信する第１の指示情報を第２のユーザ機器が受信する段
階であって、第１の指示情報は第３のタスクを実行するよう第２のユーザ機器に要求また
は命令するために利用される、段階を備えるとしてよい。可能な設計において、ネットワ
ークデバイスが送信する測定設定情報を第２のユーザ機器が受信する段階はさらに、ネッ
トワークデバイスに測定設定情報取得要求を第２のユーザ機器が送信する段階と、ネット
ワークデバイスが送信する測定設定情報を第２のユーザ機器が受信する段階とを含む。本
発明の本実施形態を利用することで、測定設定情報を取得するとしてよい。
【００６２】
　可能な設計において、測定設定情報は、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定設定情報およ
び／またはチャネル状態指示情報（ＣＳＩ）測定設定情報を含むとしてよい。ＲＲＭ測定
および／またはＣＳＩ測定のプロキシ測定は、当該方法を利用して実現するとしてよい。
これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなる。
【００６３】
　可能な設計において、測定設定情報は、第１の測定設定情報および／または第２の測定
設定情報を含み、第１の測定設定情報は、第１のユーザ機器のためにネットワークデバイ
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スによって設定され、第２の測定設定情報は第２のユーザ機器のためにネットワークデバ
イスによって設定される。
【００６４】
　可能な設計において、測定設定情報はさらに、第２の指示情報を含み、第２の指示情報
は、第１の測定設定情報を第２のユーザ機器のために利用可能であるか否かを示すために
、または、測定設定情報が第２の測定設定情報を含む旨を示すために、そして、第２の測
定設定情報を第１のユーザ機器のために利用可能であるか否かを示すために利用される。
第２のユーザ機器は、命令にしたがって動作するとしてよく、これによって第１のユーザ
機器はネットワークデバイスと通常通りに通信することができる。
【００６５】
　可能な設計において、測定設定情報にしたがって測定を実行する段階および／またはネ
ットワークデバイスに測定結果を送信する段階は、第１の測定結果を取得するべく、第１
の測定設定情報および／または第２の測定設定情報にしたがって測定を第２のユーザ機器
が実行する段階と、第１の測定結果をネットワークデバイスに第２のユーザ機器が送信す
る段階とを含む。本発明の本実施形態を利用することで、プロキシによる測定およびフィ
ードバックのプロセスが実現するとしてよい。これによって、第１のユーザ機器の通信プ
ロセスで必要な電力が少なくなり、スタンバイ時間が長くなる。
【００６６】
　可能な設計において、第１の測定結果を取得するべく、第１の測定設定情報および／ま
たは第２の測定設定情報にしたがって測定を第２のユーザ機器が実行する段階は、第１の
測定結果を取得するべく、第１の測定設定情報および第２の測定設定情報にしたがって総
合測定を第２のユーザ機器が実行する段階、または、第１の測定結果を取得するべく第１
の測定設定情報にしたがって測定を第２のユーザ機器が実行する段階を含むとしてよい。
【００６７】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、測定設定情報を第１のユーザ機器に第２の
ユーザ機器が送信する段階を備える。第２のユーザ機器は、測定設定情報を受信した後、
測定設定情報を第１のユーザ機器に送信するとしてよい。これによって、第１のユーザ機
器は、第１のユーザ機器が自身で測定または検証を実行する必要がある場合に、測定設定
情報にしたがって測定を実行する。 
【００６８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、プロキシ測定プロセスにおいて、第１の測
定結果が特定のしきい値を満たす場合に、第１の測定結果を第１のユーザ機器に第２のユ
ーザ機器が送信する段階、または、第１の測定結果を第１のユーザ機器に第２のユーザ機
器が、定期的またはイベントトリガ方式で、送信する段階を備えるとしてよい。
【００６９】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、プロキシ測定プロセスにおいて、第１のユ
ーザ機器が送信する第２の測定結果を第２のユーザ機器が受信する段階であって、第２の
測定結果は、第１の測定設定情報および／または第２の測定設定情報にしたがって測定を
第１のユーザ機器が実行することによって取得される、段階と、第１の測定結果と第２の
測定結果との間の差分が予め設定されたしきい値を超える場合、第１のユーザ機器に代わ
って測定設定情報にしたがって実行している測定を第２のユーザ機器が中止する段階、ま
たは、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定されたしきい値を超える
場合、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定されたしきい値を超える
旨を第１のユーザ機器に第２のユーザ機器が通知する段階、または、第１のユーザ機器に
測定を自律的に実行するよう命令する段階を備えるとしてよい。本発明の本実施形態を利
用することで、プロキシ測定の検証が実現するとしてよく、これによって、測定を実行す
ることによって第２のユーザ機器が取得する結果が、第１のユーザ機器が自身で測定を実
行することで取得する結果に近くなることが確実になり、第１のユーザ機器が通常の通信
を実行できることが確実になる。
【００７０】
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　可能な設計において、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定された
しきい値を超えることは、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定され
た期間内に予め設定されたしきい値を超えるという実施例を含むとしてよい。
【００７１】
　可能な設計において、第３のタスクを第２のユーザ機器が実行する段階であって、第３
のタスクは、測定設定情報にしたがって測定を実行すること、ネットワークデバイスに測
定結果を送信すること、または、ランダムアクセス方式でターゲット基地局にハンドオー
バーされるプロセスを実行すること、のうち少なくとも１つを含む、段階は、ネットワー
クデバイスが送信するハンドオーバーコマンドを第２のユーザ機器が受信する段階であっ
て、ハンドオーバーコマンドはターゲットセルに関する情報を含む、段階と、ターゲット
セルに関する情報にしたがって第２のユーザ機器によってターゲットセルにハンドオーバ
ーされる段階を含む。本発明の本実施形態を利用することで、ハンドオーバー処理は、第
１のユーザ機器の代わりに第２のユーザ機器において実行されるとしてよい。これによっ
て、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなり、第１のユーザ機器が通常の通信を
実行できることが確実になり得る。
【００７２】
　可能な設計において、ネットワークデバイスはターゲットアクセスネットワークデバイ
スを含み、ハンドオーバーコマンドはさらに、ターゲットアクセスネットワークデバイス
に関する情報を含み、ターゲットセルに関する情報にしたがって第２のユーザ機器によっ
てターゲットセルにハンドオーバーされる段階は、ターゲットアクセスネットワークデバ
イスに関する情報およびターゲットセルに関する情報にしたがって第２のユーザ機器によ
ってターゲットアクセスネットワークデバイスにハンドオーバーされる段階を含む。
【００７３】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との
間のグループに関する情報または第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係
に関する情報を、第２のユーザ機器がターゲットアクセスネットワークデバイスに送信す
る段階であって、グループまたは対応関係は、第１のユーザ機器が、セルサーチ、セル測
定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化リスニング、セルシステム情報受信、
セルページングメッセージリスニング、セルページングメッセージ受信、サービングセル
で利用するアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を決定する
こと、サービングセルで利用するアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク
事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定すること、または、トラッキン
グエリアを更新すると決定することのうち少なくとも１つのタスクを第２のユーザ機器を
利用して実行することを意味する、段階を備える。本発明の本実施形態を利用することで
、ターゲットアクセスネットワークデバイスは第２のユーザ機器を利用して第１のユーザ
機器との通信を継続するとしてよく、これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギー
が少なくなり、スタンバイ時間が長くなる。
【００７４】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、ターゲットセルに関する情報および／また
はターゲット基地局に関する情報、ターゲットセルで利用されるアップリンクタイミング
事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、および／または、ターゲットセルで利用さ
れるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を、第２のユーザ
機器が取得する段階と、ハンドオーバー情報を第１のユーザ機器に第２のユーザ機器が送
信する段階であって、ハンドオーバー情報は、ターゲットセルに関する情報および／また
はターゲット基地局に関する情報、ターゲットセルで利用されるアップリンクタイミング
事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、および／または、ターゲットセルで利用さ
れるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を含む、段階とを
備えるとしてよい。本発明の本実施形態を利用することで、ハンドオーバー処理は、第１
のユーザ機器の代わりに第２のユーザ機器において実行されるとしてよい。これによって
、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなり、第１のユーザ機器が通常の通信を実
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行できることが確実になり得る。
【００７５】
　可能な設計において、ハンドオーバー情報を第１のユーザ機器に第２のユーザ機器が送
信する段階は、第１のユーザ機器に対してハンドオーバー指示シグナリングを第２のユー
ザ機器が送信する段階であって、ハンドオーバー指示シグナリングはハンドオーバー情報
を保持しており、ハンドオーバー情報を利用してターゲットセルまたはターゲット基地局
に直接アクセスするよう第１のユーザ機器に命令する、段階を含む。上記の方法を利用す
ることで、第１のユーザ機器の高速ハンドオーバーを実現するとしてよい。
【００７６】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、アクセ
スネットワークデバイスが第１のユーザ機器に対して接続を構築した後、第３のタスクを
実行するために第２のユーザ機器が必要とする測定設定情報をアクセスネットワークデバ
イスが設定する段階であって、第３のタスクは、第１のユーザ機器に代わって第２のユー
ザ機器が実行するタスクであり、ネットワークデバイスと通信するために第１のユーザ機
器が必要とするタスクである、段階と、第２のユーザ機器に測定設定情報をアクセスネッ
トワークデバイスが送信する段階であって、第２のユーザ機器が測定設定情報にしたがっ
て第３のタスクを実行することになり、第３のタスクは、測定設定情報にしたがって測定
を実行すること、ネットワークデバイスに測定結果を送信すること、または、ランダムア
クセス方式でターゲットアクセスネットワークデバイスにハンドオーバーされるプロセス
を実行すること、のうち少なくとも１つを含み得る、段階とを備えるとしてよい。本発明
の本実施形態を利用することで、第１のユーザ機器は通信プロセスにおいて第２のユーザ
機器を利用して測定タスクを実行するとしてよく、これによって、第１のユーザ機器の消
費エネルギーを少なくすることができ、スタンバイ時間を長くすることができる。
【００７７】
　可能な設計において、第２のユーザ機器に測定設定情報をアクセスネットワークデバイ
スが送信する段階は、指示情報を第２のユーザ機器にアクセスネットワークデバイスが送
信する段階であって、指示情報は第３のタスクを実行するよう第２のユーザ機器に命令す
るために利用され、指示情報はさらに測定設定情報を保持し得る、段階を含むとしてよい
。本発明の本実施形態を利用することで、第２のユーザ機器には測定設定情報が通知され
るとしてよく、第２のユーザ機器はプロキシ測定プロセスを開始するよう命じられる。
【００７８】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器に指示情報をアクセスネ
ットワークデバイスが送信する段階を備え、指示情報は、測定設定情報にしたがって、第
３のタスクを実行するよう第２のユーザ機器に命令するために利用される。本発明の本実
施形態において、指示情報は自身で送信されるとしてよく、測定設定情報は、プロキシ測
定プロセスを開始すると第２のユーザ機器が決定した後で、第２のユーザ機器に送信され
る。
【００７９】
　可能な設計において、設定情報は、ＲＲＭ測定設定情報および／またはＣＳＩ測定設定
情報を含むとしてよい。ＲＲＭ測定および／またはＣＳＩ測定のプロキシ測定は、上記の
方法を利用して実現するとしてよく、これによって第１のユーザ機器の消費エネルギーが
少なくなる。
【００８０】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、ターゲットアクセスネットワークデバイス
またはターゲットセルに第１のユーザ機器をハンドオーバーする必要があると決定する場
合に、第２のユーザ機器に第１のハンドオーバーコマンドをアクセスネットワークデバイ
スが送信する段階を備え、第１のハンドオーバーコマンドはターゲットアクセスネットワ
ークデバイスまたはターゲットセルに関する情報を含む。本発明の本実施形態を利用する
ことで、ハンドオーバー処理は、第１のユーザ機器の代わりに第２のユーザ機器において
実行されるとしてよい。これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなり
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、第１のユーザ機器が通常の通信を実行できることが確実になり得る。
【００８１】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第２のユーザ機器をターゲットアクセスネ
ットワークデバイスまたはターゲットセルにハンドオーバーすると決定した後で、ハンド
オーバー指示シグナリングを第１のユーザ機器にアクセスネットワークデバイスが送信す
る段階を備え、ハンドオーバー指示シグナリングは、物理層情報、ＭＡＣシグナリングま
たはＲＲＣシグナリングである。本発明の本実施形態を利用することで、第１のユーザ機
器の高速ハンドオーバーを実現するとしてよい。
【００８２】
　可能な設計において、ハンドオーバー指示シグナリングはさらに、ターゲットアクセス
ネットワークデバイスに対して、もしくは、ターゲットセル内で第１のユーザ機器が利用
する必要があるアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、ま
たは、ターゲットアクセスネットワークデバイスに対して、もしくは、ターゲットセル内
で第１のユーザ機器が利用する必要があるアップリンク送信電力情報もしくはアップリン
ク送信電力調整情報のうち任意の１または複数を含むとしてよい。
【００８３】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との
間のグループに関する情報または第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係
に関する情報を、アクセスネットワークデバイスがターゲットアクセスネットワークデバ
イスに送信する段階であって、グループまたは対応関係は、第１のユーザ機器が、セルサ
ーチ、セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化リスニング、セルシステ
ム情報受信、セルページングメッセージリスニング、セルページングメッセージ受信、サ
ービングセルで利用するアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情
報を決定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイミング事前情報もしくは
アップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定すること、または
、トラッキングエリアを更新すると決定することのうち少なくとも１つのタスクを第２の
ユーザ機器を利用して実行することを意味する、段階を備える。上記の方法を利用するこ
とで、第１のユーザ機器の高速ハンドオーバーを実現するとしてよい。
【００８４】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、ネット
ワークデバイスに対する接続を第１のユーザ機器が構築する段階と、ネットワークデバイ
スが送信するセキュリティモードアクティブ化コマンドを第１のユーザ機器が直接受信す
る段階と、コントロールプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵およびインテグリティ
保護鍵、ならびに／または、ユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵をセキュリ
ティコンテキスト情報にしたがって第１のユーザ機器が生成する段階と、第１のユーザ機
器がネットワークデバイスとの間でデータ送信を実行する場合、コントロールプレーン上
でのデータ送信のために生成された暗号鍵およびインテグリティ保護鍵を、ならびに／ま
たは、ユーザプレーン上でのデータ送信のために生成された暗号鍵を利用する段階と、第
２のユーザ機器が送信する鍵更新メッセージを第１のユーザ機器が受信する段階であって
、鍵更新メッセージは、ネットワークデバイスが、暗号鍵およびインテグリティ保護鍵を
利用して鍵更新メッセージに対して暗号化およびインテグリティ保護を実行した後で、ネ
ットワークデバイスによって第２のユーザ機器に対して送信される、段階と、鍵更新メッ
セージにしたがって、コントロールプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵およびイン
テグリティ保護鍵、または、ユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵のうち任意
の１または複数を第１のユーザ機器が更新する段階とを備えるとしてよい。本発明の本実
施形態を利用することで、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間のセキュリテ
ィ鍵、および、第２のユーザ機器とネットワークデバイスとの間のセキュリティ鍵は、互
いに独立したものであるとしてよく、互いに不可視である。これによって、第１のユーザ
機器とネットワークデバイスとの間の直接データ送信の機密性が保証される。これに加え
て、鍵更新プロセスは第２のユーザ機器を利用して更新されるとしてよい。これによって
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、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなり、スタンバイ時間が長くなる。
【００８５】
　可能な設計において、コントロールプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵およびイ
ンテグリティ保護鍵、ならびに／または、ユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号
鍵をセキュリティコンテキスト情報にしたがって第１のユーザ機器が生成する段階は、セ
キュリティコンテキスト情報にしたがって第１のユーザ機器が第１の鍵を生成する段階、
第１の鍵、ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ情報、ネットワークデバイスの識別子、または、第２のユ
ーザ機器の識別子のうち１または複数にしたがって第２の鍵を第１のユーザ機器が生成す
る段階、コントロールプレーン上のデータ送信のための暗号鍵およびインテグリティ保護
鍵、ならびに／または、ユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵を、ネットワー
クデバイスのためのセキュリティアルゴリズムにしたがって第２の鍵から第１のユーザ機
器が算出する段階、第１のユーザ機器がネットワークデバイスとの間でデータ送信を実行
する場合、暗号鍵を利用してコントロールプレーン上でデータを暗号化もしくは復号化す
る段階、インテグリティ保護鍵を利用してコントロールプレーン上でデータに対してイン
テグリティ保護を実行するかもしくはインテグリティ保護鍵を利用してコントロールプレ
ーン上でデータのインテグリティを検証する段階、および／または、暗号鍵を利用してユ
ーザプレーン上でデータを復号化もしくは暗号化する段階を含むとしてよい。
【００８６】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は通信方法を提供する。当該方法は、第１の
ユーザ機器に対する接続をネットワークデバイスが構築する段階と、第１のユーザ機器が
セキュリティコンテキスト情報にしたがってコントロールプレーン上のデータ送信のため
の暗号鍵およびインテグリティ保護鍵および／またはユーザプレーン上のデータ送信のた
めの暗号鍵を生成するように、第１のユーザ機器に対してセキュリティモードアクティブ
化コマンドをネットワークデバイスが送信する段階と、ネットワークデバイスがネットワ
ークデバイスと第１のユーザ機器との間の鍵を更新する必要があると決定する場合に、専
用メッセージを利用して第２のユーザ機器に対して鍵更新メッセージをネットワークデバ
イスが送信する段階であって、第２のユーザ機器が鍵更新メッセージを第１のユーザ機器
に対して送信することになり、鍵更新メッセージは、ネットワークデバイスが暗号鍵およ
びインテグリティ保護鍵を利用して暗号化およびインテグリティ保護を鍵更新メッセージ
に実行した後、第２のユーザ機器に対してネットワークデバイスによって送信される、段
階とを備えるとしてよい。本発明の本実施形態を利用することで、第１のユーザ機器とネ
ットワークデバイスとの間のセキュリティ鍵、および、第２のユーザ機器とネットワーク
デバイスとの間のセキュリティ鍵は、互いに独立したものであるとしてよく、互いに不可
視である。これによって、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の直接データ
送信の機密性が保証される。これに加えて、鍵更新プロセスは第２のユーザ機器を利用し
て更新されるとしてよい。これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくな
り、スタンバイ時間が長くなる。
【００８７】
　可能な設計において、上記の方法はさらに、鍵更新メッセージを第１のユーザ機器に転
送するよう第２のユーザ機器に命令する指示情報を、第２のユーザ機器に対してネットワ
ークデバイスが送信する段階を備える。
【００８８】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はユーザ機器を提供する。当該ユーザ機器は
、第１のユーザ機器であってよく、第１のユーザ機器はウェアラブルデバイスであってよ
く、
　プロセッサであって、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行することによっ
て、ネットワークデバイスとの通信に必要とされる第１の結果を取得すると決定するよう
構成されており、第１の結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルもしくは
サービングセルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオ
ンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報



(21) JP 6897921 B2 2021.7.7

10

20

30

40

50

、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサ
ービングセルに関する情報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報もし
くはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリンク
タイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を含
む、プロセッサと、
　第２のユーザ機器が送信する第１の結果を受信するよう構成されている受信機であって
、第１の結果は第１のタスクを実行することによって第２のユーザ機器によって取得され
る、受信機と
　を備え、
　プロセッサはさらに、第１の結果を利用してネットワークデバイスと通信するよう構成
され、および
　受信機はさらに、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行
する前に、ユーザによる第１のタスクの実行を求める要求が第２のユーザ機器でトリガさ
れることで第２のユーザ機器が送信する第１の指示情報を受信するように構成され、第１
の指示情報は、第２のタスクを実行するよう命令するために利用される。
【００８９】
　可能な設計において、第１のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択
、セルシステム情報リスニング、セルページングメッセージリスニング、セルページング
メッセージ受信、サービングセルで利用するアップリンク送信電力情報もしくはアップリ
ンク送信電力調整情報を決定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイミン
グ事前情報もしくはアップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決
定すること、または、トラッキングエリアを更新すると決定することのうち１または複数
のタスクを含む。
【００９０】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第２のタスクのみを実行するよう構成され
ており、第２のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム
情報変化リスニング、セルシステム情報受信、セルページングメッセージリスニング、セ
ルページングメッセージ受信、サービングセルで利用するアップリンク送信電力情報また
はアップリンク送信電力調整情報を決定すること、サービングセルで利用するアップリン
クタイミング事前情報またはアップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエ
リアを決定すること、および、トラッキングエリアを更新すると決定することのうち、第
１のタスク以外のタスクを含む。
【００９１】
　可能な設計において、受信機はさらに、第２のユーザ機器またはネットワークデバイス
が送信する第１の指示情報を受信するよう構成されており、第１の指示情報は第２のタス
クを実行するよう命令するために利用される。
【００９２】
　可能な設計において、ユーザ機器はさらに、第１の結果を格納するよう構成されている
メモリを備える。これにより、プロセッサはさらに、第１のユーザ機器がネットワークデ
バイスと通信する必要がある場合に、格納されている第１の結果を取得するよう構成され
ている。
【００９３】
　可能な設計において、ユーザ機器はさらに、第１の要求メッセージを第２のユーザ機器
に送信するよう構成されている送信機を備え、第１の要求メッセージは第１の結果を要求
するために利用される。
【００９４】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、通信を実行するべく、第１の結果を利用し
てネットワークデバイスに対して直接接続を構築するよう、または、第１の結果および第
２のユーザ機器を利用してネットワークデバイスと間接的に通信するよう構成されている
。
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【００９５】
　可能な設計において、受信機はさらに、第２のユーザ機器が送信するグループ構築確認
メッセージを受信するよう構成されており、グループ構築確認メッセージは、第１のユー
ザ機器と第２のユーザ機器との間にグループが構築されている旨を示すために利用される
。
【００９６】
　可能な設計において、送信機はさらに、第２の要求メッセージを第２のユーザ機器に送
信するよう構成されており、第２の要求メッセージは、第１のユーザ機器と第２のユーザ
機器との間にグループを構築するよう要求するために利用される。
【００９７】
　可能な設計において、受信機はさらに、第２のユーザ機器が送信するページングメッセ
ージを受信するよう構成されており、ページングメッセージのページングオブジェクトは
第１のユーザ機器であり、または、第２のユーザ機器が送信するページングメッセージの
コンテンツの一部または全てを第１のユーザ機器によって受信するよう構成されており、
ページングメッセージは、ネットワークデバイスが送信して、第２のユーザ機器が受信し
、または、第２のユーザ機器が送信するサービス通知メッセージを第１のユーザ機器によ
って受信するよう構成されており、サービス通知メッセージは、ネットワークデバイスが
送信した受信ページングメッセージにしたがって第２のユーザ機器が決定する。
【００９８】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、
グループを解除するよう決定するよう構成されている。
【００９９】
　可能な設計において、予め設定された条件が満たされることは、
　第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしきい値に到
達すること、または、
　第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器もしくはネットワークデバイスが送信するグル
ープ解除指示情報を受信すること、または、
　第１のユーザ機器が、人間－機械インターフェースを利用することで、または、アプリ
ケーション層から、グループ解除指示情報を受信すること
　を含む。
【０１００】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、グループを解除した後、第１のタスクの実
行を第１のユーザ機器によって開始もしくは再開するよう構成されているか、または、第
１のユーザ機器によって現在のサービングセルに継続してキャンプオンするよう構成され
ている。
【０１０１】
　可能な設計において、送信機はさらに、第３の要求メッセージを第２のユーザ機器に送
信するよう構成されており、第３の要求メッセージは、第１のユーザ機器と第２のユーザ
機器との間のグループを解除するよう命令するために利用される。
【０１０２】
　可能な設計において、送信機はさらに、グループを解除した後で第１のユーザ機器が第
２のユーザ機器と同じセルまたは同じトラッキングエリアに継続して存在するか否かを第
２のユーザ機器に第１のユーザ機器によって通知するよう構成されている。
【０１０３】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態は、ユーザ機器を提供する。当該ユーザ機器
は第２のユーザ機器であってよく、
　ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得するべく第１のタスクを実行
するよう構成されているプロセッサであって、第１の結果は、ページング情報、キャンプ
オンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果、隣
接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報も
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しくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャンプオ
ンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセルのアップリンク
送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルのアップ
リンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情
報を含む、プロセッサと、
　ウェアラブルデバイスである第１のユーザ機器が第１の結果を利用してネットワークデ
バイスと通信するように、第１の結果を第１のユーザ機器に送信するよう構成されている
送信機とを備え、
　送信機はさらに、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行
する前に、ユーザによる第１のタスクの実行を求める要求が第２のユーザ機器でトリガさ
れることで第１の指示情報を送信するように構成され、第１の指示情報は、第２のタスク
を実行するよう命令するために利用される。
【０１０４】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、
　セル測定を実行して、サービングセル測定結果および／もしくは隣接セル測定結果を取
得すること、
　セル選択もしくはセル再選択を実行し、選択もしくは再選択されたセルに関する情報を
決定すること、
　キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報をリスニングして
、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報が変化する場合に
キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルの変化後のシステム情報を決定する
こと、または、
　ページングメッセージをリスニングして、ページングオブジェクトが第１のユーザ機器
であるページングメッセージがリスニングによって取得されると決定すること、
　のうち少なくとも１つを実行するよう構成されており、
　送信機はさらに、第４の要求メッセージをネットワークデバイスに送信するよう構成さ
れており、第４の要求メッセージは、ネットワークデバイスが提供するサービスについて
必要なパラメータ情報を取得するために利用され、ユーザ機器はさらに、
　ネットワークデバイスが送信する第１の応答メッセージを受信するよう構成されている
受信機であって、第１の応答メッセージは、パラメータ情報を含み、パラメータ情報は、
アップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、アップリンクタイミ
ング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、または、設定パラメータのうち少なく
とも１つを含み、設定パラメータは、物理層設定パラメータ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）層設定パラメータ、無線リンク制御（ＲＬＣ）層設定パラメータ、パケットデータコン
バーゼンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層設定パラメータ、または、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）設定パラメータのうち少なくとも１つのパラメータを含む、受信機を備える。
【０１０５】
　可能な設計において、上記のユーザ機器はさらに、第１のユーザ機器が送信する第１の
要求メッセージを受信するよう構成されている受信機であって、第１の要求メッセージは
第１の結果を要求するために利用される、受信機を備える。
【０１０６】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との
間にグループを構築するよう決定するよう構成されており、グループは、第１のユーザ機
器および第２のユーザ機器がネットワークデバイスとの通信のために利用される少なくと
も１つの情報を共有する旨を示し、
　送信機はさらに、グループが第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間に構築されて
いる旨を示すべく、第１のユーザ機器にグループ構築確認メッセージを送信するよう構成
されている。
【０１０７】
　可能な設計において、送信機はさらに、グループ構築要求メッセージをネットワークデ
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バイスに送信するよう構成されており、グループ構築要求メッセージがグループに関する
情報を含むことにより、ネットワークデバイスはグループ構築要求メッセージにしたがっ
てグループを構築し、
　受信機はさらに、ネットワークデバイスが送信するグループ構築確認メッセージを受信
するよう構成されている。
【０１０８】
　可能な設計において、グループは、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセ
ルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定の
セルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択も
しくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセル
に関する情報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリ
ンク送信電力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事
前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を、第１のユーザ
機器および第２のユーザ機器が共有する旨を示す。
【０１０９】
　可能な設計において、送信機はさらに、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器が１
つのグループに含まれている旨をネットワークデバイスに通知するべく、グループに関す
る情報をネットワークデバイスに送信するよう構成されている。
【０１１０】
　可能な設計において、受信機はさらに、第１のユーザ機器が送信するグループ構築要求
メッセージを受信するよう構成されているか、または
　プロセッサはさらに、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループを構築す
る必要があると決定するよう構成されている。
【０１１１】
　可能な設計において、グループに関する情報は、グループ固有識別子、第１のユーザ機
器の識別子、または、第２のユーザ機器の識別子のうち任意の１または複数を含む。
【０１１２】
　可能な設計において、受信機はさらに、ネットワークデバイスが送信するページングメ
ッセージを受信するよう構成されており、ページングメッセージはグループのグループ情
報を含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子を含み、または、
ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子およびグループ処理を実行するか否か
を示す指示を含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子およびペ
ージングメッセージを第１のユーザ機器に転送するか否かを示す指示を含み、または、ペ
ージングメッセージは、第１のユーザ機器の識別子および第２のユーザ機器の識別子を含
む。
【０１１３】
　可能な設計において、送信機はさらに、ページングメッセージを第１のユーザ機器に転
送するか、または、ページングメッセージのコンテンツの一部または全てを第１のユーザ
機器に送信するか、または、サービス通知メッセージを第１のユーザ機器に送信するよう
構成されており、サービス通知メッセージは、ネットワークデバイスが送信する受信した
ページングメッセージにしたがって第２のユーザ機器が決定する。
【０１１４】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、
グループを第２のユーザ機器によって解除するよう構成されている。
【０１１５】
　可能な設計において、予め設定された条件が満たされることは、
　第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしきい値に到
達すること、または、
　第２のユーザ機器が、第１のユーザ機器もしくはネットワークデバイスが送信するグル
ープ解除指示情報を受信すること、または、
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　第２のユーザ機器が、人間－機械インターフェースを利用することで、または、アプリ
ケーション層から、グループ解除指示情報を受信すること
　を含む。
【０１１６】
　可能な設計において、送信機はさらに、グループ解除指示情報をネットワークデバイス
に送信するよう構成されており、グループ解除指示情報は、第１のユーザ機器と第２のユ
ーザ機器との間のグループを解除するよう命令するために利用される。
【０１１７】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、ネットワークデバイスへのランダムアクセ
スプロセスまたはロケーション更新プロセスを実行するよう構成されており、および、送
信機はさらに、ランダムアクセスプロセスまたはロケーション更新プロセスにおいて、グ
ループ解除指示情報をネットワークデバイスに送信するよう構成されている。
【０１１８】
　可能な設計において、第２のユーザ機器がネットワークデバイスに送信するグループ解
除指示情報は、
　第１のユーザ機器および第２のユーザ機器が継続して同じセルおよび／または同じトラ
ッキングエリアに存在するか否かを示す指示情報を含む。
【０１１９】
　可能な設計において、受信機はさらに、第１のユーザ機器が送信するグループ解除指示
情報を受信するよう構成されている。グループ解除指示情報は、第１のユーザ機器および
第２のユーザ機器が継続して同じセルおよび／または同じトラッキングエリアに存在する
か否かを示す指示情報を含む。
【０１２０】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はアクセスネットワークデバイスを提供する
。当該アクセスネットワークデバイスは、
　第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係に関する指示情報であって、第
２のユーザ機器が送信する指示情報を受信するよう構成されている受信機であって、対応
関係は、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行すること
でネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得することを意味し、第１の結
果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情
報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしくは
サービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル再
選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報
、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力
調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報もしく
はアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を含む、受信機と、
　第２のユーザ機器が第１のタスクを実行すると、対応関係に基づいて、決定するよう構
成されているプロセッサと
　を備える。
【０１２１】
　可能な設計において、対応関係の指示情報は、グループに関する情報を含み、グループ
に関する情報は、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループが構築される旨
を示すために利用される。グループは、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用し
て第１のタスクを実行することで、ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を
取得する旨を示す。
【０１２２】
　可能な設計において、受信機はさらに、第２のユーザ機器が送信するグループ構築要求
メッセージを受信するよう構成されており、グループ構築要求メッセージは、グループに
関する情報を保持し、グループに関する情報は、第１のユーザ機器の識別子および第２の
ユーザ機器の識別子を含み、グループ構築要求メッセージは、第１のユーザ機器と第２の
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ユーザ機器との間にグループを構築するよう命令するために利用される。
【０１２３】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、グループ構築要求メッセージにしたがって
第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間にグループを構築するよう構成されており、
グループの識別子を生成するよう構成されている。
【０１２４】
　可能な設計において、アクセスネットワークデバイスはさらに、グループ構築確認メッ
セージを第２のユーザ機器に送信するよう構成されている送信機を備え、グループ構築確
認メッセージはアクセスネットワークデバイスがグループ構築に同意している旨を示すべ
く利用される。
【０１２５】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、ページングオブジェクトが第１のユーザ機
器であるページングメッセージをプロセッサが送信する必要がある場合に、対応関係の情
報にしたがって当該ページングメッセージを第２のユーザ機器に送信するよう構成されて
いる。
【０１２６】
　可能な設計において、第２のユーザ機器に送信されるページングメッセージはグループ
に関する情報を含み、または、ページングメッセージは第１のユーザ機器の識別子を含み
、または、第２のユーザ機器に送信されるページングメッセージは第１のユーザ機器の識
別子およびグループ処理を実行するか否かを示す指示を含み、または、ページングメッセ
ージは第１のユーザ機器の識別子およびページングメッセージを第１のユーザ機器に転送
するか否かを示す指示を含み、または、ページングメッセージは、第１のユーザ機器の識
別子および第２のユーザ機器の識別子を含む。
【０１２７】
　可能な設計において、送信機はさらに、グループに関する情報をコアネットワークデバ
イスに送信するよう構成されている。
【０１２８】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はコアネットワークデバイスを提供する。当
該コアネットワークデバイスは、
　第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係に関する指示情報であって、ア
クセスネットワークデバイスが送信する指示情報を受信するよう構成されている受信機で
あって、対応関係は、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを
実行することでネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得することを意味
し、ネットワークデバイスはコアネットワークデバイスおよびアクセスネットワークデバ
イスを含む、受信機と、
　対応関係に基づいて第１のユーザ機器と通信するよう構成されているプロセッサと
　を備える。
【０１２９】
　可能な設計において、受信機はさらに、アクセスネットワークデバイスが送信するグル
ープ構築要求メッセージを受信するよう構成されており、グループ構築要求メッセージは
、グループに関する情報を保持し、グループに関する情報は、第１のユーザ機器の識別子
および第２のユーザ機器の識別子を含み、
　プロセッサはさらに、グループ構築要求メッセージにしたがって第１のユーザ機器と第
２のユーザ機器との間にグループを構築するよう構成されており、グループの識別子を生
成するよう構成されている。
【０１３０】
　可能な設計において、コアネットワークデバイスはさらに、グループ構築確認メッセー
ジをアクセスネットワークデバイスに送信するよう構成されている送信機を備え、グルー
プ構築確認メッセージはグループの識別子を含む。
【０１３１】
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　可能な設計において、送信機はさらに、ページングオブジェクトが第１のユーザ機器で
あるページングメッセージを送信機が送信する必要がある場合に、対応関係にしたがって
当該ページングメッセージをアクセスネットワークデバイスに送信するよう構成されてお
り、当該ページングメッセージを第２のユーザ機器に送信するようアクセスネットワーク
デバイスに命令するよう構成されている。
【０１３２】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はユーザ機器を提供する。当該ユーザ機器は
第１のユーザ機器であり、
　ネットワークデバイスに対する接続を構築するよう構成されているプロセッサであって
、
　第２のユーザ機器を利用して、または、第２のユーザ機器の支援を受けて、第３のタス
クを第１のユーザ機器によって実行するよう構成されている
　プロセッサを備え、
　第３のタスクは、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の通信のために必要
なタスクであり、第３のタスクは、測定設定情報にしたがって測定を実行すること、ネッ
トワークデバイスに測定結果を送信すること、または、ランダムアクセス方式でターゲッ
トセルまたはターゲット基地局にハンドオーバーされること、のうち少なくとも１つを含
む。
【０１３３】
　可能な設計において、測定設定情報は、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定設定情報およ
び／またはチャネル状態指示情報（ＣＳＩ）測定設定情報を含む。
【０１３４】
　可能な設計において、測定設定情報は、第１の測定設定情報および／または第２の測定
設定情報を含み、第１の測定設定情報は、第１のユーザ機器のためにネットワークデバイ
スによって設定され、第２の測定設定情報は第２のユーザ機器のためにネットワークデバ
イスによって設定される。
【０１３５】
　可能な設計において、ユーザ機器はさらに、第２のユーザ機器が送信する第１の測定設
定情報および／または第２の測定設定情報を受信するよう構成されている受信機を備える
。
【０１３６】
　可能な設計において、受信機はさらに、第２のユーザ機器が送信する第１の測定結果を
受信するよう構成されており、第１の測定結果は第１の測定設定情報および／または第２
の測定設定情報にしたがって測定を実行することによって第２のユーザ機器によって取得
される。
【０１３７】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第２の測定結果を取得するべく第１の測定
設定情報および／または第２の測定設定情報にしたがって測定を実行するよう構成されて
おり、
　ユーザ機器はさらに送信機を備え、当該送信機は、第１の測定結果と第２の測定結果と
の間の差分が予め設定されたしきい値を超える場合、第１の測定結果と第２の測定結果と
の間の差分が予め設定されたしきい値を超えている旨を、第２のユーザ機器に通知するよ
う構成されているか、または、測定設定情報にしたがって実行される測定を中止するよう
第２のユーザ機器に命令するよう構成されているか、または、第１のユーザ機器が自律的
に測定を実行し始める旨を第２のユーザ機器に通知するよう構成されているか、または、
第２のユーザ機器が第２の測定結果にしたがって検証を実行するように、定期的またはイ
ベントトリガ方式で第２の測定結果を第２のユーザ機器に第１のユーザ機器が送信するよ
う構成されている。
【０１３８】
　可能な設計において、受信機はさらに、第２のユーザ機器が送信するハンドオーバー情
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報を受信するよう構成されており、ハンドオーバー情報は、ターゲットセルに関する情報
、ターゲットセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事
前調整情報、および／または、ターゲットセルで利用されるアップリンク送信電力情報も
しくはアップリンク送信電力調整情報を含み、
　プロセッサはさらに、ハンドオーバー情報を利用してネットワークデバイスと通信する
よう構成されている。
【０１３９】
　可能な設計において、受信機はさらに、ネットワークデバイスまたは第２のユーザ機器
が送信するハンドオーバー指示シグナリングを受信するよう構成されており、ハンドオー
バー指示シグナリングは、物理層制御シグナリング、ＭＡＣシグナリングまたはＲＲＣシ
グナリングであってよく、
　プロセッサはさらに、ハンドオーバー情報を利用して、ハンドオーバー指示シグナリン
グにしたがって、ターゲットセルまたはターゲット基地局に直接アクセスするように構成
されている。
【０１４０】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第４のタスクを実行するように構成されて
おり、第４のタスクは、ネットワークデバイスが直接送信するダウンリンクデータを受信
すること、ネットワークデバイスが直接送信するダウンリンク制御シグナリングを受信す
ること、ネットワークデバイスにスケジューリング要求シグナリングを直接送信すること
、ネットワーク側デバイスからセキュアアクティブ化に関連するシグナリングを直接受信
すること、セキュアアクティブ化に関連するシグナリングをネットワークデバイスに直接
送信すること、または、ネットワークデバイスにＣＳＩ測定結果情報を直接フィードバッ
クすること、のうち少なくとも１つを含む。
【０１４１】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第２の結果を取得するべく第４のタスクを
実行するよう構成されており、第２の結果は、ダウンリンクデータまたはダウンリンク制
御シグナリングをデコードすることによって第１のユーザ機器が取得するＨＡＲＱ情報を
含み、ＨＡＲＱ情報は、ダウンリンクデータが正しくデコードされているか否かを示して
いる情報であり、そして、
　送信機はさらに、ＨＡＲＱ情報をネットワークデバイスに直接フィードバックするよう
構成されており、または、
　プロセッサはさらに、第２の結果を取得するべく第４のタスクを実行するよう構成され
ており、第２の結果は、ダウンリンク制御シグナリングの処理またはセキュアアクティブ
化に関連するシグナリングの処理が正しく完了したと第１のユーザ機器が決定することを
含み、そして、
　送信機はさらに、ネットワークデバイスに、ダウンリンク制御シグナリングの処理が完
了しているか否かを示すフィードバック情報を直接フィードバックするよう構成されてい
る。
【０１４２】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はユーザ機器を提供する。ユーザ機器は、第
２のユーザ機器であってよく、
　ネットワークデバイスが送信する測定設定情報を受信するよう構成されている受信機で
あって、測定設定情報は第３のタスクを実行するために利用され、第３のタスクは、第１
のユーザ機器に代えて第２のユーザ機器によって実行されるタスクであって、ネットワー
クデバイスとの通信に必要なタスクである、受信機と、
　第３のタスクを実行するよう構成されているプロセッサであって、第３のタスクは、測
定設定情報にしたがって測定を実行すること、ネットワークデバイスに測定結果を送信す
ること、または、ランダムアクセス方式でターゲット基地局にハンドオーバーされるプロ
セスを実行すること、のうち少なくとも１つを含む、プロセッサと
　を備える。
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【０１４３】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第１のユーザ機器がネットワークデバイス
に対する接続を構築すると決定するよう構成されており、または、
　受信機はさらに、第１のユーザ機器またはネットワークデバイスが送信する第１の指示
情報を受信するよう構成されており、第１の指示情報は第３のタスクを実行するよう第２
のユーザ機器に要求または命令するために利用される。
【０１４４】
　可能な設計において、ユーザ機器はさらに、ネットワークデバイスに測定設定情報取得
要求を送信するよう構成されている送信機を備え、
　受信機はさらに、ネットワークデバイスが送信する測定設定情報を受信するよう構成さ
れている。
【０１４５】
　可能な設計において、測定設定情報は、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定設定情報およ
び／またはチャネル状態指示情報（ＣＳＩ）測定設定情報を含む。
【０１４６】
　可能な設計において、測定設定情報は、第１の測定設定情報および／または第２の測定
設定情報を含み、第１の測定設定情報は、第１のユーザ機器のためにネットワークデバイ
スによって設定され、第２の測定設定情報は第２のユーザ機器のためにネットワークデバ
イスによって設定される。
【０１４７】
　可能な設計において、測定設定情報はさらに、第２の指示情報を含み、第２の指示情報
は、第１の測定設定情報を第２のユーザ機器のために利用可能であるか否かを示すために
、または、測定設定情報が第２の測定設定情報を含む旨を示すために、そして、第２の測
定設定情報を第１のユーザ機器のために利用可能であるか否かを示すために利用される。
【０１４８】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第１の測定結果を取得するべく第１の測定
設定情報および／または第２の測定設定情報にしたがって測定を実行するように構成され
ており、
　送信機はさらに、第１の測定結果をネットワークデバイスに送信するよう構成されてい
る。
【０１４９】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第１の測定結果を取得するべく、第１の測
定設定情報および第２の測定設定情報にしたがって総合測定を実行するよう構成されてい
るか、または、第１の測定結果を取得するべく第１の測定設定情報にしたがって測定を実
行するよう構成されている。
【０１５０】
　可能な設計において、送信機はさらに、測定設定情報を第１のユーザ機器に送信するよ
う構成されている。
【０１５１】
　可能な設計において、送信機はさらに、第１の測定結果が特定のしきい値を満たす場合
に、第１の測定結果を第１のユーザ機器に送信するよう構成されているか、または、第１
の測定結果を第１のユーザ機器に、定期的またはイベントトリガ方式で、送信するよう構
成されている。
【０１５２】
　可能な設計において、受信機はさらに、第１のユーザ機器が送信する第２の測定結果を
受信するよう構成されており、第２の測定結果は、第１の測定設定情報および／または第
２の測定設定情報にしたがって測定を第１のユーザ機器が実行することによって取得され
、
　プロセッサはさらに、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定された
しきい値を超える場合、第１のユーザ機器に代わって測定設定情報にしたがって実行して



(30) JP 6897921 B2 2021.7.7

10

20

30

40

50

いる測定を中止するよう構成されており、または、
　送信機はさらに、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定されたしき
い値を超える場合、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定されたしき
い値を超える旨を第１のユーザ機器に通知するよう構成されているか、または、第１のユ
ーザ機器に測定を自律的に実行するよう命令するよう構成されている。
【０１５３】
　可能な設計において、第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定された
しきい値を超えることは、
　第１の測定結果と第２の測定結果との間の差分が予め設定された期間内に予め設定され
たしきい値を超えることを含む。
【０１５４】
　可能な設計において、
　受信機はさらに、ネットワークデバイスが送信するハンドオーバーコマンドを受信する
よう構成されており、ハンドオーバーコマンドはターゲットセルに関する情報を含み、
　プロセッサはさらに、ターゲットセルに関する情報にしたがってターゲットセルにハン
ドオーバーされるよう構成されている。
【０１５５】
　可能な設計において、ネットワークデバイスはターゲットアクセスネットワークデバイ
スを含み、ハンドオーバーコマンドはさらに、ターゲットアクセスネットワークデバイス
に関する情報を含み、プロセッサはさらに、ターゲットアクセスネットワークデバイスに
関する情報およびターゲットセルに関する情報にしたがってターゲットアクセスネットワ
ークデバイスにハンドオーバーされるよう構成されている。
【０１５６】
　可能な設計において、送信機はさらに、ターゲットアクセスネットワークデバイスに対
して、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間のグループに関する情報、または、第
１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係に関する情報を送信するよう構成さ
れており、対応関係は、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器を利用して、セルサーチ、
セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化リスニング、セルシステム情報
受信、セルページングメッセージリスニング、セルページングメッセージ受信、サービン
グセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を
決定すること、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報もしくはア
ップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定すること、または、
トラッキングエリアを更新すると決定すること、のうち少なくとも１つのタスクを実行す
る旨を意味する。
【０１５７】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、ターゲットセルに関する情報および／もし
くはターゲット基地局に関する情報、ターゲットセルで利用されるアップリンクタイミン
グ事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、ならびに／または、ターゲットセルで利
用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を取得するよ
うに構成されており、送信機はさらに、第１のユーザ機器に対してハンドオーバー情報を
送信するように構成されており、ハンドオーバー情報は、ターゲットセルに関する情報お
よび／もしくはターゲット基地局に関する情報、ターゲットセルで利用されるアップリン
クタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、ならびに／または、ターゲッ
トセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を
含む。
【０１５８】
　可能な設計において、送信機はさらに、第１のユーザ機器に対してハンドオーバー指示
シグナリングを送信するよう構成されており、ハンドオーバー指示シグナリングは、ハン
ドオーバー情報を利用してターゲットセルまたはターゲット基地局に直接アクセスするよ
う第１のユーザ機器に命令するべく、ハンドオーバー情報を保持している。
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【０１５９】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はアクセスネットワークデバイスを提供する
。当該アクセスネットワークデバイスは、
　アクセスネットワークデバイスが第１のユーザ機器に対する接続を構築した後、第３の
タスクを実行するために第２のユーザ機器が必要とする測定設定情報を設定するよう構成
されているプロセッサであって、第３のタスクは、第１のユーザ機器に代えて第２のユー
ザ機器によって実行されるタスクであって、アクセスネットワークデバイスと通信するた
めに第１のユーザ機器が必要とするタスクである、プロセッサと、
　測定設定情報にしたがって第３のタスクを第２のユーザ機器が実行するべく、第２のユ
ーザ機器に対して測定設定情報を送信するよう構成されている送信機であって、第３のタ
スクは、測定設定情報にしたがって測定を実行すること、アクセスネットワークデバイス
に測定結果を送信すること、または、ランダムアクセス方式でターゲットアクセスネット
ワークデバイスにハンドオーバーされるプロセスを実行することのうち少なくとも１つを
含む、送信機と
　を備える。
【０１６０】
　可能な設計において、送信機は、指示情報を第２のユーザ機器に送信するよう構成され
ており、指示情報は、第３のタスクを実行するよう第２のユーザ機器に命令するために利
用され、指示情報は測定設定情報を保持する。
【０１６１】
　可能な設計において、送信機は、指示情報を第２のユーザ機器に送信するよう構成され
ており、指示情報は、測定設定情報にしたがって第３のタスクを実行するよう第２のユー
ザ機器に命令するために利用される。
【０１６２】
　可能な設計において、設定情報は、ＲＲＭ測定設定情報および／またはＣＳＩ測定設定
情報を含む。
【０１６３】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、第１のユーザ機器がターゲットアクセスネ
ットワークデバイスまたはターゲットセルにハンドオーバーされる必要があると決定する
場合に、第１のハンドオーバーコマンドを第２のユーザ機器に送信するよう構成されてお
り、第１のハンドオーバーコマンドは、ターゲットアクセスネットワークデバイスまたは
ターゲットセルに関する情報を含む。
【０１６４】
　可能な設計において、送信機はさらに、第２のユーザ機器をターゲットアクセスネット
ワークデバイスまたはターゲットセルにハンドオーバーすると決定した後で、ハンドオー
バー指示シグナリングを第１のユーザ機器に送信するよう構成されており、ハンドオーバ
ー指示シグナリングは、物理層情報、ＭＡＣシグナリングまたはＲＲＣシグナリングであ
る。
【０１６５】
　可能な設計において、ハンドオーバー指示シグナリングはさらに、ターゲットアクセス
ネットワークデバイスに対して、もしくは、ターゲットセル内で第１のユーザ機器が利用
する必要があるアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、ま
たは、ターゲットアクセスネットワークデバイスに対して、もしくは、ターゲットセル内
で第１のユーザ機器が利用する必要があるアップリンク送信電力情報もしくはアップリン
ク送信電力調整情報のうち任意の１または複数を含む。
【０１６６】
　可能な設計において、送信機はさらに、ターゲットアクセスネットワークデバイスに対
して、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間のグループに関する情報、または、第
１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係に関する情報を送信するよう構成さ
れており、対応関係は、第１のユーザ機器が第２のユーザ機器を利用して、セルサーチ、
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セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化リスニング、セルシステム情報
受信、セルページングメッセージリスニング、セルページングメッセージ受信、サービン
グセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報を
決定すること、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報もしくはア
ップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定すること、または、
トラッキングエリアを更新すると決定することのうち少なくとも１つのタスクを実行する
旨を意味する。
【０１６７】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はユーザ機器を提供する。当該ユーザ機器は
、
　ネットワークデバイスに対する接続を構築するよう構成されているプロセッサと、
　ネットワークデバイスが送信するセキュリティモードアクティブ化コマンドを直接受信
するよう構成されている受信機と
　を備え、
　プロセッサはさらに、
　コントロールプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵およびインテグリティ保護鍵、
ならびに／または、ユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵をセキュリティコン
テキスト情報にしたがって生成するよう構成されており、第１のユーザ機器がネットワー
クデバイスとの間でデータ送信を実行する場合、コントロールプレーン上でのデータ送信
のために生成された暗号鍵およびインテグリティ保護鍵を、ならびに／または、ユーザプ
レーン上でのデータ送信のために生成された暗号鍵を利用するよう構成されており、
　受信機は、第２のユーザ機器が送信する鍵更新メッセージを受信するよう構成されてお
り、鍵更新メッセージは、ネットワークデバイスが、暗号鍵およびインテグリティ保護鍵
を利用して鍵更新メッセージに対して暗号化およびインテグリティ保護を実行した後で、
ネットワークデバイスによって第２のユーザ機器に対して送信され、
　プロセッサはさらに、鍵更新メッセージにしたがって、コントロールプレーン上でのデ
ータ送信のための暗号鍵およびインテグリティ保護鍵、または、ユーザプレーン上でのデ
ータ送信のための暗号鍵のうち任意の１または複数を更新するよう構成されている。
【０１６８】
　可能な設計において、プロセッサはさらに、セキュリティコンテキスト情報にしたがっ
て第１の鍵を生成するよう構成されており、
　プロセッサはさらに、第１の鍵、ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ情報、ネットワークデバイスの識
別子、または、第２のユーザ機器の識別子のうち１または複数にしたがって第２の鍵を生
成するよう構成されており、
　プロセッサはさらに、コントロールプレーン上のデータ送信のための暗号鍵およびイン
テグリティ保護鍵、ならびに／または、ユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵
を、ネットワークデバイスのためのセキュリティアルゴリズムにしたがって第２の鍵から
算出するよう構成されており、第１のユーザ機器がネットワークデバイスとの間でデータ
送信を実行する場合、暗号鍵を利用してコントロールプレーン上でデータを暗号化もしく
は復号化し、インテグリティ保護鍵を利用してコントロールプレーン上でデータに対して
インテグリティ保護を実行するかもしくはインテグリティ保護鍵を利用してコントロール
プレーン上でデータのインテグリティを検証し、および／または、暗号鍵を利用してユー
ザプレーン上でデータを復号化もしくは暗号化するよう構成されている。
【０１６９】
　さらに別の態様によると、本願の実施形態はネットワークデバイスを提供する。当該ネ
ットワークデバイスは、
　第１のユーザ機器に対する接続を構築するよう構成されているプロセッサと、
　第１のユーザ機器が、セキュリティコンテキスト情報にしたがって、コントロールプレ
ーン上のデータ送信のための暗号鍵およびインテグリティ保護鍵ならびに／またはユーザ
プレーン上のデータ送信のための暗号鍵を生成するように、第１のユーザ機器に対してセ
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キュリティモードアクティブ化コマンドを送信するよう構成されている送信機と
　を備え、
　送信機はさらに、ネットワークデバイスがネットワークデバイスと第１のユーザ機器と
の間の鍵を更新する必要があると決定する場合に、専用メッセージを利用して第２のユー
ザ機器に対して鍵更新メッセージを送信するよう構成されているので、第２のユーザ機器
が鍵更新メッセージを第１のユーザ機器に対して送信し、鍵更新メッセージは、ネットワ
ークデバイスが暗号鍵およびインテグリティ保護鍵を利用して暗号化およびインテグリテ
ィ保護を鍵更新メッセージに実行した後、第２のユーザ機器に対してネットワークデバイ
スによって送信される。
【０１７０】
　可能な設計において、送信機はさらに、鍵更新メッセージを第１のユーザ機器に転送す
るよう第２のユーザ機器に命令する指示情報を、第２のユーザ機器に対して送信するよう
構成されている。
【０１７１】
　さらに別の態様によると、本発明の実施形態は通信システムを提供する。当該システム
は、上述した態様に係るアクセスネットワークデバイス、第１のユーザ機器および第２の
ユーザ機器を備える。または、当該システムは、アクセスネットワークデバイス、コアネ
ットワークデバイス、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器を備える。
【０１７２】
　さらに別の態様によると、本発明の実施形態は、ネットワークデバイスが利用するコン
ピュータソフトウェア命令を格納するよう構成されているコンピュータ記憶媒体を提供す
る。コンピュータ記憶媒体は、上述した態様を実行するよう設計されているプログラムを
含む。
【０１７３】
　さらに別の態様によると、本発明の実施形態は、第１のユーザ機器または第２のユーザ
機器が利用するコンピュータソフトウェア命令を格納するよう構成されているコンピュー
タ記憶媒体を提供する。コンピュータ記憶媒体は、上述した態様を実行するよう設計され
ているプログラムを含む。
【０１７４】
　本発明の実施形態では、第２のユーザ機器が、第１のユーザ機器とネットワークデバイ
スとの間の通信のために必要となる一部のタスクを実行する。第１のユーザ機器は適宜、
第２のユーザ機器と通信する。このようにして、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少
なくなるとしてよい。このため、スタンバイ時間が長くなり、ユーザ使用感が改善する。
【図面の簡単な説明】
【０１７５】
【図１】本発明の一実施形態による通信システムを示す概略図である。
【０１７６】
【図２】ＬＴＥネットワークのアーキテクチャを示す概略図である。
【０１７７】
【図３】本発明の方法の実施形態に係る概略通信図である。
【０１７８】
【図４】本発明の方法の実施形態に係る別の概略通信図である。
【０１７９】
【図５】本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。
【０１８０】
【図６】本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。
【０１８１】
【図７】本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。
【０１８２】
【図８】本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。



(34) JP 6897921 B2 2021.7.7

10

20

30

40

50

【０１８３】
【図９】本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。
【０１８４】
【図１０】本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。
【０１８５】
【図１１】本発明の装置の実施形態に係るアクセスネットワークデバイスを示す概略構造
図である。
【０１８６】
【図１２】本発明の装置の実施形態に係る第２のユーザ機器を示す概略構造図である。
【０１８７】
【図１３】本発明の装置の実施形態に係る第１のユーザ機器を示す概略構造図である。
【０１８８】
【図１４】本発明の装置の実施形態に係るコアネットワークデバイスの設計を示すブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】
【０１８９】
　以下では、添付図面および実施形態を参照しつつ本発明の技術的解決手段をさらに詳細
に説明する。
【０１９０】
　本発明の実施形態をより深く理解していただくべく、以下では具体的な実施形態に基づ
いて、添付図面を参照しつつ、さらに説明する。実施形態は本発明の実施形態の限定とな
るものではない。
【０１９１】
　図１は本発明の一実施形態に係る通信システムを示す概略図である。図１は、本発明の
本実施形態に関するシステムアーキテクチャの一部分の構造を示す概略図である。図１に
示すように、システムアーキテクチャは具体的には、第１のユーザ機器１０１、第２のユ
ーザ機器１０２およびアクセスネットワークデバイス１０３を備えるとしてよく、さらに
コアネットワークデバイス１０４を備えるとしてもよい。第１のユーザ機器１０１と第２
のユーザ機器１０２との間で近距離通信を実行することが可能であり、例えば、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＦｉ（登録商標）等を利用した通信を実行することが可能
である。第１のユーザ機器１０１および第２のユーザ機器１０２は、通信を実行するべく
、アクセスネットワークデバイス１０３を利用してコアネットワークデバイス１０４にア
クセスするとしてよく、さらにインターネット通信を実行するべく、コアネットワークを
利用してインターネットにアクセスするとしてよい。
【０１９２】
　本発明で説明する技術は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システム、または
、さまざまな無線アクセス技術を利用する他の無線通信システム、例えば、符号分割多元
接続、周波数分割多元接続、時分割多元接続、直交周波数分割多元接続およびシングルキ
ャリア周波数分割多元接続等のアクセス技術を利用するシステムに適用されるとしてよい
。これに加えて、当該技術はさらに、ＬＴＥシステムの第５世代（５Ｇ）システム等の上
記以降の最新型システムに適用されるとしてもよい。ＬＴＥシステムは、本明細書では分
かりやすいように説明例として用いているに過ぎない。ＬＴＥシステムでは、エボルブド
ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）が無線アクセスネットワー
クの役割を果たし、エボルブドパケットコア（ＥＰＣ）がコアネットワークの役割を果た
す。ＵＥは、Ｅ－ＵＴＲＡＮおよびＥＰＣを利用してＩＭＳネットワークにアクセスする
。
【０１９３】
　第２のユーザ機器１０２は、無線通信機能を持つさまざまな手持ちデバイス、車載デバ
イス、ウェアラブルデバイスもしくはコンピューティングデバイス、または、無線モデム
に接続されている別の処理デバイス、および、さまざまな形態のユーザ機器（ＵＥ）、移
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動局（ＭＳ）、端末および端末デバイスを含むとしてよい。説明を簡単にするべく、本願
では、上述したデバイスは全て、第２のユーザ機器またはＵＥと総称する。
【０１９４】
　第１のユーザ機器１０１は、無線通信機能を持つさまざまなウェアラブルデバイス（Ｗ
Ｄ）、例えば、手首で支持される腕時計およびリストストラップ等の製品、足で支持され
る靴および靴下もしくは脚に装着するその他の製品、メガネ、ヘルメット、ヘッドバンド
等頭で支持されるもの、ならびに、スマート服、スマートスクールバッグ、スマート杖お
よびスマートアクセサリー等のさまざまな形態の製品を含むとしてよい。第１のユーザ機
器１０１はさらに、エネルギーを節約する必要があるユーザ機器、例えば、手持ちデバイ
ス、車載デバイス、ウェアラブルデバイス、コンピューティングデバイス、または、無線
モデムに接続されている別の処理デバイス、および、さまざまな形態のユーザ機器（ＵＥ
）、移動局（ＭＳ）、端末および端末デバイスであってよい。説明を簡単にして第２のユ
ーザ機器と区別することを目的として、本願では、上述したデバイスは全て、第１のユー
ザ機器またはＷＤと総称する。
【０１９５】
　アクセスネットワークデバイス１０３は、無線アクセスネットワークに配備されている
装置であって、ＵＥまたはＷＤに対して無線通信機能を提供するために利用される装置で
あってよい。当該装置は、マクロ基地局、ミクロ基地局、中継ノード、アクセスポイント
、およびさまざまな形態の同等のものを含むとしてよい。利用する無線アクセス技術が異
なるシステム毎に、基地局機能を持つデバイスの名称が異なるとしてよい。例えば、ＬＴ
Ｅネットワークでは、このデバイスは、エボルブドノードＢ（ｅＮＢまたはｅＮｏｄｅＢ
）と呼ばれ、第３世代（３Ｇ）ネットワークでは、このデバイスはＮｏｄｅＢと呼ばれる
。説明を簡単にするべく、本願では、ＵＥに対して無線通信機能を提供する装置は全て、
基地局またはｅＮＢと総称する。
【０１９６】
　コアネットワークデバイス１０４は、ユーザ接続を提供し、ユーザを管理し、サービス
の伝送を完了するデバイスであって、外部ネットワークに対するインターフェースを提供
するベアラネットワークとして利用されるデバイスであってよい。ユーザ接続の確立は、
モビリティ管理（ＭＭ）、コール管理（ＣＭ）、交換／ルーティング、および、レコーデ
ィング通知（インテリジェントネットワークサービスを参照しつつインテリジェントネッ
トワークの周辺デバイスに対する接続を完了すること）等の機能を含む。ユーザ管理は、
ユーザ記述、ＱｏＳ（サービス品質）、ユーザ通信記録（Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ（アカウ
ンティング））、インテリジェントネットワークプラットフォームとの対話による仮想家
庭環境の提供、および、セキュリティ（認証センターが提供する対応するセキュリティ対
策は、モバイルサービスに対するセキュリティ管理および外部ネットワークアクセスにつ
いてのセキュリティ処理を含む）を含む。ベアラ接続（Ａｃｃｅｓｓ　ｔｏ）は、外部Ｐ
ＳＴＮ、外部回路データネットワーク、パケットデータネットワーク、インターネットお
よびイントラネット、携帯電話事業者のＳＭＳサーバ等へ接続することを含む。コアネッ
トワークが提供し得る基本サービスは、モバイルオフィス、電子商取引、通信、娯楽サー
ビス、旅行サービス、位置に基づくサービス、テレメトリサービス、簡単なメッセージ転
送サービス（リスニング制御）等を含む。例えば、コアネットワークデバイス１０４は、
ＬＴＥネットワークにおけるＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔ
ｉｔｙ、モビリティ管理エンティティ）およびＳＧＷ（サービングゲートウェイ）である
。説明を簡単にするべく、本願では、ユーザ接続を提供し、ユーザを管理し、サービスの
伝送を完了する上述のデバイスであって、外部ネットワークに対するインターフェースを
提供するベアラネットワークとして利用されるデバイスは、コアネットワークデバイスＭ
ＭＥまたはＳＧＷと総称する。
【０１９７】
　第１のユーザ機器１０１と第２のユーザ機器１０２との間では近距離通信を実行すると
してよい。例えば、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器の両方がＢｌｕｅｔｏｏｔ
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ｈ（登録商標）機能をサポートしており、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続が、第１
のユーザ機器と第２のユーザ機器との間で前もって確立されるとしてよい。別の例を挙げ
ると、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器の両方がＷｉＦｉ（登録商標）（ワイヤ
レスフィデリティ）機能をサポートしており、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器
が同じ無線ルータに前もってアクセスするとしてもよいし、または、第１のユーザ機器お
よび第２のユーザ機器の一方がＷｉＦｉ（登録商標）ホットスポットとして機能してこれ
ら２つのユーザ機器の間に接続を確立する。これに代えて、第１のユーザ機器１０１と第
２のユーザ機器１０２との間では非接続方式で近距離通信を実行するとしてもよい。例え
ば、４．０より後のバージョンのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を持つユーザ機器は、
接続することなくデータを送信するとしてよい。本明細書において、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）またはＷｉＦｉ（登録商標）を利用して実行する近距離通信の具体的な実施
例は一例に過ぎず、２つのユーザ機器の間で近距離通信を実現可能な別の実施例も含まれ
るべきであることに留意されたい。本明細書では詳細な説明は省略する。
【０１９８】
　これに加えて、本願におけるネットワークデバイスは、アクセスネットワークデバイス
１０３およびコアネットワークデバイス１０４を含むとしてよい。
【０１９９】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）またはＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイルテレ
コミュニケーションズシステム）等のシステムが特に、ＬＴＥにおけるＥＰＳ（エボルブ
ドパケットシステム）に適用可能である。ＥＰＳは、第４世代モバイル通信における３Ｇ
ＰＰ（第３世代パートナーシッププロジェクト）規格委員会が提唱した概念である。
【０２００】
　図２は、ＬＴＥネットワークのアーキテクチャを示す概略図である。ＬＴＥネットワー
クは主に、ＵＥ（ユーザ機器）、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（エボルブドユニバーサル地上波無線ア
クセスネットワーク）、ＥＰＣ（エボルブドパケットコア）等を含む。ＵＥは、第１のユ
ーザ機器および第２のユーザ機器を含むとしてよい。ＥＰＣは主に、ＭＭＥ、Ｐ－ＧＷ（
パケットデータネットワークゲートウェイ）およびＳＧＷを含み、モバイルネットワーク
の従来の機能、例えば、ユーザのために加入データを格納すること、モビリティ管理およ
びデータ交換を実現することができ、ユーザが超高速インターネットを体験できるように
する。これに加えて、Ｅ－ＵＴＲＡＮは複数のｅＮＢ（エボルブドＮｏｄｅＢ）を含むネ
ットワークであってよく、無線物理層機能、リソーススケジューリングおよび無線リソー
ス管理、無線アクセス制御およびモビリティ管理等の機能を実現する。
【０２０１】
　ＵＭＴＳシステムは主に、ＵＴＲＡＮ（ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク
）およびＣＮ（コアネットワーク）を含む。ＵＴＲＡＮは、主に複数の基地局および基地
局コントローラまたはＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）を含むネットワークであ
る。コアネットワーク（ＣＮ）は、ＳＧＳＮ（サービングＧＰＲＳサポートノード）を含
み、ＳＧＳＮは基地局コントローラを利用して基地局と通信する。
【０２０２】
　本願では、分析によって、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の通信の消費電
力は、ネットワークデバイスと第１のユーザ機器との間の通信のための消費電力よりも少
なく、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の通信は頻繁に測定する必要がないの
で、より多くのエネルギーを節約することができることが分かるとしてよい。本発明の本
実施形態では、第２のユーザ機器が、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の
通信のために必要となる一部のタスクを実行する。第１のユーザ機器は適宜、第２のユー
ザ機器と通信する。このようにして、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なくなると
してよい。このため、スタンバイ時間が長くなり、ユーザ使用感が改善する。
【０２０３】
　複数の異なるタスクおよびシナリオを参照しつつ、本発明を以下で詳細に説明する。
【０２０４】
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　第１のユーザ機器がネットワークデバイスと通信するプロセスにおいて、第１のユーザ
機器は通常、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービ
ングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしくはサービング
セルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に
取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービン
グセルのアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、および、サ
ービングセルのアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報等の
情報を取得する必要がある。この情報を取得した場合に限り、第１のユーザ機器が通常通
りにネットワークデバイスと通信することが保証され得る。本発明の実施形態では、この
情報は第２のユーザ機器を利用して取得されるとしてよく、その後で第１のユーザ機器が
第２のユーザ機器からデータを取得する。
【０２０５】
　図３は、本発明の方法の実施形態に係る概略通信図である。この方法は、図１に図示し
ている通信システムに適用されるとしてよい。図３に示すように、当該方法は以下のステ
ップを含むとしてよい。
【０２０６】
　３１０：第２のユーザ機器は第１のタスクを実行して第１の結果を取得する。ここで、
第１のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化
リスニング、セルシステム情報受信、セルページングメッセージリスニング、セルページ
ングメッセージ受信、サービングセルで利用するアップリンク送信電力情報もしくはアッ
プリンク送信電力調整情報を決定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイ
ミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリア
を決定すること、または、トラッキングエリアを更新すると決定すること等のうち１また
は複数のタスクを含むとしてよく、第１の結果は、ページング情報、キャンプオンする予
定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定
結果、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新
済みシステム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定
のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセルで利用されるアップリンク
送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルで利用さ
れるアップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報等のうち１また
は複数の結果を含み得る。
【０２０７】
　第１のユーザ機器は第２のタスクを実行するとしてよい。第２のタスクは、セルサーチ
、セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化リスニング、セルシステム情
報受信、セルページングメッセージリスニング、セルページングメッセージ受信、サービ
ングセルで利用するアップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報を決
定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイミング事前情報またはアップリ
ンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定すること、および、トラッ
キングエリアを更新すると決定することのうち、第１のタスク以外のタスクを含むとして
よい。言い換えると、１セットの第１のタスクおよび第２のタスクは、ユーザ機器とネッ
トワークデバイスとの間の通信に必要なタスク全てに含まれているとしてよい。本発明の
本実施形態では、第１のユーザ機器の通信プロセスにおいて、第１のユーザ機器は自身で
一部のタスクを実行して、他のタスクは実行するべく第２のユーザ機器（プロキシデバイ
ス）に渡す。これによってエネルギーが節約され、スタンバイ時間が長くなる。
【０２０８】
　第２のユーザ機器は具体的に、以下に説明する方式で第１のタスクの実行を開始すると
決定するとしてよい。
【０２０９】
　方式１：第２のユーザ機器は、第１のタスクの実行を能動的に要求して、第１のユーザ
機器に通知するとしてよい。例えば、ユーザは通常、ＵＥおよびＷＤの両方を持っている
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としてよい。この場合、ユーザは、第１のタスクの実行を求める要求をＵＥ側でトリガす
るとしてよく、ＵＥは要求を受信した後にＷＤに通知して、ＷＤは通知を受信した後に第
１のタスクの実行を停止または省略する。このようにして、ＷＤは第１のタスクを実行す
るために必要な電力の一部を節約することができる。
【０２１０】
　方式２：第２のユーザ機器は、第１のユーザ機器が送信した要求メッセージを受信した
後で第１のタスクを実行するとしてよい。例えば、ＷＤは、ＷＤが電力を節約する必要が
あると決定した後、または、ユーザがトリガした要求を受信した後、ＵＥに要求メッセー
ジを送信して、ＷＤに代わって第１のタスクを実行するようＵＥに要求する。
【０２１１】
　方式３：第２のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信した要求メッセージまたは
指示情報を受信するとしてよい。例えば、ネットワークデバイスがＷＤは電力を節約する
必要があると決定する場合、または、ネットワークデバイスがＵＥまたはＷＤが送信した
要求メッセージを受信する場合、ネットワークデバイスはＷＤと同じエリア内にいるＵＥ
を決定して、当該ＵＥに要求メッセージまたは実行情報を送信して、第１のタスクを実行
するようＵＥに要求または命令するか、または、第１のタスクを実行するべきＵＥが、Ｕ
ＥまたはＷＤが送信した要求メッセージで指定されている場合、ネットワークデバイスは
指定されているＵＥに要求メッセージまたは実行情報を直接送信する。
【０２１２】
　これに加えて、第１のタスクは、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の通
信のために実行する必要があるタスクであってよい。この場合、第１の結果もまた第１の
ユーザ機器のために取得される。第１のタスクは、第２のユーザ機器とネットワークデバ
イスとの間の通常の通信のために実行されるタスクであってもよい。この場合、取得した
第１の結果は第１のユーザ機器によって利用されるとしてよく、第２のユーザ機器とネッ
トワークデバイスとの間の通常の通信にも利用されるとしてもよい。言い換えると、第１
の結果は、第２のユーザ機器によって特に第１のユーザ機器のために取得されるとしても
よいし、または、第２のユーザ機器によって第２のユーザ機器の通常の通信中に取得され
るとしてもよいが、第１のユーザ機器が利用するように提供されるとしてもよい。
【０２１３】
　ネットワークデバイスは、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の対応関係を決
定する。対応関係とは、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用して第１のタスク
を実行することで、ネットワークデバイスとの通信に必要となる第１の結果を取得するこ
とを意味する。ネットワークデバイスは、第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間の
対応関係にしたがって第２のユーザ機器と協働して第１のタスクを実行するとしてよい。
言い換えると、第１のタスクを実行する場合、第２のユーザ機器はネットワークデバイス
の協力を必要とするとしてよく、ネットワークデバイスは第２のユーザ機器が第１のユー
ザ機器のためにタスクを実行することを知っている。具体的には、第２のユーザ機器は、
第１のタスクを実行する場合、ネットワークデバイスにデータまたは情報を送信して、第
２のユーザ機器はネットワークデバイスの協力を必要としている旨を示すとしてよい。ネ
ットワークデバイスは、データまたは命令を返送する場合、第１のユーザ機器が第２のユ
ーザ機器を利用して第１のタスクを実行する旨をネットワークデバイスが知っていること
を示す。
【０２１４】
　第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間では近距離通信が実行可能であることに留
意されたい。言い換えると、例えば、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器は同じト
ラッキングエリア内にいる。
【０２１５】
　３２０：第２のユーザ機器は、第１のユーザ機器に第１の結果を送信する。
【０２１６】
　第１の結果は、以下の方式で送信されるとしてよい。
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【０２１７】
　方式１：第１のユーザ機器は、第１の結果のための要求メッセージを第２のユーザ機器
に送信するとしてよい。第２のユーザ機器は、要求メッセージを受信した後で、取得した
第１の結果を第１のユーザ機器に送信するとしてもよいし、または、要求メッセージを受
信した後でステップ３１０を実行し、取得した第１の結果をその後で第１のユーザ機器に
送信するとしてよい。
【０２１８】
　方式２：第２のユーザ機器は、第１の結果が変化したことを発見した場合に、変化後の
第１の結果を第１のユーザ機器に送信するとしてよい。
【０２１９】
　第１のタスクおよび第１の結果をより直感的に理解できるよう、実際のタスクを以下で
説明する。
【０２２０】
　１．第２のユーザ機器は、セル測定を実行して、サービングセル測定結果および／また
は隣接セル測定結果を取得して、その後で測定結果を第１のユーザ機器に送信するとして
よい。
【０２２１】
　２．第２のユーザ機器は、必要な場合にセル選択またはセル再選択を実行して、選択ま
たは再選択されたセルに関する情報を決定し、選択または再選択されたセルに関する情報
を第１のユーザ機器に送信するとしてよい。
【０２２２】
　３．第２のユーザ機器は、キャンプオンする予定のセルまたはサービングセルのシステ
ム情報をリスニングして、キャンプオンする予定のセルまたはサービングセルのシステム
情報が変化した場合にキャンプオンする予定のセルまたはサービングセルの変化後のシス
テム情報を決定し、変化後のシステム情報を第１のユーザ機器に送信する。
【０２２３】
　４．第２のユーザ機器はページングメッセージをリスニングして、第２のユーザ機器が
リスニングによって、ページングオブジェクトが第１のユーザ機器であるページングメッ
セージを取得する場合、第２のユーザ機器はページングメッセージを第１のユーザ機器に
転送するか、または、第２のユーザ機器はページングメッセージのコンテンツの一部また
は全てを第１のユーザ機器に送信する。
【０２２４】
　５．第２のユーザ機器は要求メッセージをネットワークデバイスに送信して、ネットワ
ークデバイスが提供するサービスに必要なパラメータ情報を取得する。要求メッセージは
ランダムアクセスプリアンブルであってよい。ネットワークデバイスは、要求メッセージ
を受信した後、対応するパラメータ情報を応答メッセージに追加して、応答メッセージを
第２のユーザ機器に送信する。第２のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信した応
答メッセージを受信する。パラメータ情報は、アップリンク送信電力情報もしくはアップ
リンク送信電力調整情報、アップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調
整情報、および／または、設定パラメータを含むとしてよい。設定パラメータは、物理層
設定パラメータ、ＭＡＣ（媒体アクセス制御）層設定パラメータ、ＲＬＣ（無線リンク制
御）層設定パラメータ、ＰＤＣＰ（パケットデータコンバージェンスプロトコル）層設定
パラメータ、または、無線リソース制御ＲＲＣ設定パラメータのうち少なくとも１つのパ
ラメータを含む。第２のユーザ機器は、第１のユーザ機器にパラメータ情報を送信する。
【０２２５】
　第２のユーザ機器が、第２のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の通信のために
現在利用されているパラメータ情報を決定して、パラメータ情報を第１のユーザ機器に送
信する。
【０２２６】
　前述したタスクの具体的な実行プロセスは全て、通信プロトコルに記述されており、プ
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ロセスについて理解するためには、通信プロトコルを参照されたい。本明細書では詳細の
説明は省略する。
【０２２７】
　３３０：第１のユーザ機器は、第２のユーザ機器が送信した第１の結果を受信した後、
第１の結果を利用してネットワークデバイスと通信する。
【０２２８】
　第１のユーザ機器は、第１の結果を受信した後、第１の結果を最初に格納するとしてよ
く、必要になった場合に、格納された第１の結果を取得してネットワークデバイスと通信
する。例えば、第１のユーザ機器は、要求メッセージを第２のユーザ機器に送信して、第
１の結果を要求するとしてよい。
【０２２９】
　第１のユーザ機器は、第１の結果を利用してネットワークデバイスに対する直接接続を
確立して通信を実行するとしてもよいし、または、第１のユーザ機器は、第１の結果およ
び第２のユーザ機器を利用してネットワークデバイスと間接的に通信するとしてよい。
【０２３０】
　別のケースを以下で説明する。
【０２３１】
　本発明の本実施形態の具体的な実現プロセスにおいて、第１のユーザ機器と第２のユー
ザ機器との間にはグループが構築されるとしてよく、ネットワークデバイスにはグループ
が通知されるか、または、ネットワークデバイスがグループを構築する。このようにして
、第１のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネットワークデバイスは、第１のユーザ機
器が第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行することを把握しており、指向性要
件がより高い第１のユーザ機器のタスクの一部もまた、第２のユーザ機器によって実行さ
れるとしてよい。添付図面を参照しつつ以下でより詳細に説明する。
【０２３２】
　図４は、本発明の方法の実施形態に係る別の概略通信図である。この方法は、図１に図
示している通信システムに適用されるとしてよい。図４に示すように、当該方法は以下の
ステップを含むとしてよい。
【０２３３】
　４１０：グループ構築要求をトリガする。
【０２３４】
　第２のユーザ機器は、グループ構築要求をトリガするとしてもよいし、または、第１の
ユーザ機器がグループ構築要求をトリガするとしてもよく、第１のユーザ機器がグループ
構築要求を第２のユーザ機器に送信する。
【０２３５】
　４２０：グループに関する情報を報告する。
【０２３６】
　第２のユーザ機器は、グループを構築する必要があると決定した後、グループを構築す
る必要がある第１のユーザ機器および第２のユーザ機器に関する情報、例えば、第１のユ
ーザ機器の識別子および第２のユーザ機器の識別子を決定する必要がある。
【０２３７】
　第２のユーザ機器は、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器に関する情報にしたが
ってグループを構築するとしてよく、例えば、グループの番号を生成するとしてよく、グ
ループの番号と第１のユーザ機器の識別子および第２のユーザ機器の識別子のそれぞれと
を対応付けるとしてよい。
【０２３８】
　これに代えて、第２のユーザ機器はグループ構築要求メッセージをネットワークデバイ
スに送信するとしてよく、要求メッセージは、グループを構築する必要がある第１のユー
ザ機器および第２のユーザ機器に関する情報を保持する。ネットワークデバイスは、グル
ープ構築要求メッセージを受信した後、要求に保持されている情報にしたがってグループ
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を構築し、グループ構築確認メッセージを第２のユーザ機器に返送する。例えば、ネット
ワークデバイスは、グループ構築要求メッセージにしたがってグループを構築するとして
よく、グループの番号を生成するとしてよく、グループの番号と第１のユーザ機器の識別
子および第２のユーザ機器の識別子のそれぞれとを対応付けるとしてよい。この後、ネッ
トワークデバイスは、グループ構築確認メッセージを第２のユーザ機器に送信する。
【０２３９】
　４３０：グループが構築されていると決定する。
【０２４０】
　第２のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信したグループ構築確認メッセージを
第２のユーザ機器が受信した後で、または、第２のユーザ機器がグループを構築した後で
、グループ構築確認メッセージを第１のユーザ機器に送信する。
【０２４１】
　グループが意図するところは第１のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネットワーク
デバイスが全て、第１のユーザ機器は第２のユーザ機器を利用して、ネットワークデバイ
スとの通信のプロセスにおいて、一部のタスクを実行することを知っていることを明確に
することのみであり、この目的を実現することができる他の方式は全て本発明の範囲に含
まれ得ると留意されたい。
【０２４２】
　これに加えて、ネットワークデバイスはアクセスネットワークデバイスおよびコアネッ
トワークデバイスを含むとしてよく、アクセスネットワークデバイスおよびコアネットワ
ークデバイスの両方がネットワークデバイスの機能を実現することができる。
【０２４３】
　グループ構築プロセスにおいて、コアネットワークデバイスがグループを構築する必要
がある場合、アクセスネットワークデバイスはグループに関する情報をコアネットワーク
デバイスに送信する必要があり、コアネットワークデバイスは、グループに関する情報を
受信した後でグループ構築確認メッセージを返送し、グループ構築確認メッセージを受信
した後で、アクセスネットワークデバイスは、グループ構築確認メッセージを第２のユー
ザ機器に送信する。
【０２４４】
　アクセスネットワークデバイスによってグループが構築される場合、アクセスネットワ
ークデバイスは、グループに関する情報をコアネットワークデバイスに報告するとしてよ
い。
【０２４５】
　第１のユーザ機器と第２のユーザ機器との間のグループの構築が成功した後で、ネット
ワークデバイスは、第１のユーザ機器および第２のユーザ機器を１つのデバイスとみなす
としてよい。言い換えると、ネットワークデバイスが第１のユーザ機器または第２のユー
ザ機器に送信する必要があるデータを持っている場合、ネットワークデバイスは全てのデ
ータを第２のユーザ機器に送信するとしてよい。データの混乱を回避するべく、ネットワ
ークデバイスは、識別子をデータに付加するとしてよく、第２のユーザ機器に対して、当
該データの持ち主であるデバイスを示す。これに代えて、グループ構築プロセスでは、第
２のユーザ機器は第１のユーザ機器のためにタスクを実行することについてのみ責任を持
つと規定されている。これに加えて、ネットワークデバイスも、第２のユーザ機器が実行
する一部のタスクは第１のユーザ機器に代わって実行されたものであると知っているとし
てよい。
【０２４６】
　グループが構築された後、比較的明示的な指向性を持つ一部のタスクもまた、第２のユ
ーザ機器を利用して実行されるとしてよい。
【０２４７】
　例えば、ネットワークデバイスが第１のユーザ機器に対するページングメッセージを持
っている場合、ネットワークデバイスは、グループに関する情報に基づいて、ページング
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メッセージを第２のユーザ機器に送信するとしてよい。ページングメッセージは、ページ
ングオブジェクトがグループである旨、または、ページングオブジェクトが第２のユーザ
機器でない旨、または、ページングオブジェクトが第１のユーザ機器である旨を示す指示
情報を保持しているとしてよい。第２のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信した
ページングメッセージを受信する場合、ページングメッセージを第１のユーザ機器に直接
転送するとしてもよいし、または、ページングメッセージのコンテンツを第１のユーザ機
器に送信するとしてもよい。ページングメッセージのコンテンツを第１のユーザ機器に送
信する場合、第２のユーザ機器は、第１のユーザ機器には無用のコンテンツをフィルタリ
ングで除外するとしてよい。例えば、ページングメッセージは、第２のユーザ機器の識別
子を保持しており、第２のユーザ機器はこの識別子を除去した後で、ページングメッセー
ジを第１のユーザ機器に送信するとしてよい。本明細書において、オブジェクトは、第１
のユーザ機器に送信されるサービス通知メッセージであってよい。サービス通知メッセー
ジ受信プロセスはページングメッセージ受信プロセスと同様であり、サービス通知メッセ
ージ受信プロセスについて理解するには、ページングメッセージ受信プロセスを参照され
たい。
【０２４８】
　ネットワークデバイスがアクセスネットワークデバイスおよびコアネットワークデバイ
スを含む場合、第１のユーザ機器に送信する必要があるデータをコアネットワークデバイ
スが持っていれば、コアネットワークデバイスはアクセスネットワークデバイスにデータ
を直接送信するとしてよい。アクセスネットワークデバイスは、グループに関する情報に
したがって第２のユーザ機器にデータを送信する。これに代えて、コアネットワークデバ
イスがグループに関する情報にしたがってアクセスネットワークデバイスにデータを送信
し、データを第２のユーザ機器に送信するようアクセスネットワークデバイスに命令し、
データが第１のユーザ機器のデータである旨を示す。アクセスネットワークデバイスは、
データを受信した後、データを第２のユーザ機器に転送する。
【０２４９】
　本発明の本実施形態の具体的な実現プロセスにおいて、より良い技術的解決手段は、図
３および図４の解決手段を組み合わせることで得られるとしてよい。添付図面を参照しつ
つ以下でより詳細に説明する。
【０２５０】
　図５は、本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。この方法は、図
１に図示している通信システムに適用されるとしてよい。図５に示すように、当該方法は
具体的には以下のステップを含むとしてよい。
【０２５１】
　５０１：ＷＤとＵＥとの間にグループを構築する。具体的には、ＷＤは、ＷＤがＵＥと
の間にグループを構築する必要がある場合に、グループ構築要求メッセージをＵＥに送信
するとしてよい。または、ＵＥはＵＥがＷＤとの間にグループを構築する必要があると決
定するとしてよい。
【０２５２】
　５０２：ＵＥがグループ構築要求メッセージをＷＤから受信する場合、または、ＵＥが
ＷＤとの間にグループを構築する必要性をトリガする場合、ＵＥは、ｅＮＢにアクセスし
て、グループ構築メッセージをｅＮＢに送信して、ＵＥとＷＤとの間にグループを構築す
る旨を示し、構築されたグループに関する情報、例えば、グループの番号を示す。
【０２５３】
　５０３：ＵＥが送信したグループ構築メッセージをｅＮＢが受信した後、ｅＮＢは、Ｍ
ＭＥに対して、ＵＥとＷＤとの間に構築されたグループ（グループＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆ
ｉｅｒ）、または、ＷＤおよびＵＥのＩＤ等）に関する情報を報告して、ＭＭＥに対して
ＷＤとＵＥとの間に構築されたグループを示すとしてよい。
【０２５４】
　５０４：ｅＮＢが送信したグループ構築メッセージをＭＭＥが受信した後、ＭＭＥはグ
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ループ情報確認メッセージをｅＮＢに送信して、ＵＥとＷＤとの間のグループに関する情
報の格納に成功した旨をｅＮＢに通知する。
【０２５５】
　５０５：ｅＮＢはさらに、グループ情報確認メッセージをＵＥに送信して、ＷＤとＵＥ
との間のグループに関する情報がネットワーク側に格納されている旨をＵＥに通知する。
【０２５６】
　本発明の本実施形態において、ステップ５０３、ステップ５０４およびステップ５０５
の間には必ずしも順番が決まっているわけではない旨に留意されたい。
【０２５７】
　５０６：ＵＥがネットワーク側からのグループ構築確認情報の取得に成功した後、ＵＥ
はグループ構築確認情報をＷＤに送信して、ＵＥとＷＤとの間のグループの構築が成功し
た旨を示す。
【０２５８】
　５０７：ＷＤとＵＥとの間のグループの構築に成功したとＷＤが決定した後、ＷＤは省
電力モードを開始して消費電力を少なくする。ＷＤが省電力モードを開始するとは、ＷＤ
が以下の処理のうち１または複数を実行しないか、または、以下の処理のうち１または複
数の実行を停止することを意味する。
　１．セルサーチ
　２．セル測定
　３．セル選択／セル再選択
　４．セルシステム情報リスニング
　５．セルページングメッセージリスニング
【０２５９】
　さらに、移動プロセスにおいて、ＵＥは従来のセル測定、セル選択および再選択、セル
システム情報受信およびセルページングメッセージ受信を実行する。ＵＥがセル再選択を
実行する必要がある場合、または、ＵＥがセル再選択を実行した後、ＵＥは、新しく再選
択されたセルに関する情報（例えば、セル識別子情報、セル周波数情報、または、セルシ
ステム情報）をＷＤに通知するとしてよい。ＷＤは、新しいセルに関する情報を受信した
後、後にセルと通信することが必要になった場合に利用できるように情報を格納する。
【０２６０】
　これに加えて、ＵＥが現在キャンプオンしているセルのシステム情報が変化したことを
ＵＥが発見した場合、ＵＥは、変化後の新しいシステム情報をＷＤに送信するとしてよい
。これに代えて、ＷＤはサービスのためにネットワークに対する接続を構築する必要があ
る場合、ＵＥが、ＵＥが現在キャンプオンしているサービングセルに関する情報および当
該サービングセルのシステム情報をＷＤに通知するとしてよい。具体的には、ＷＤがネッ
トワークに対する接続を構築する必要性を能動的にトリガする必要がある場合、ＷＤは、
ＵＥ側に、サービングセルに関する情報およびサービングセルのシステム情報を要求する
必要があるとしてよい。これに代えて、ＷＤがネットワークに対する接続を構築する必要
性を受動的にトリガする場合、ＵＥは、現在のサービングセルに関する情報および現在の
サービングセルのシステム情報をＷＤに送信する。
【０２６１】
　上述したようにＵＥとＷＤとの間で情報をやり取りするためには、任意の近距離通信方
式を利用するとしてよい。
【０２６２】
　５０８：ネットワークは、ＷＤをページングする必要があると決定する場合に、ページ
ングメッセージをＵＥに送信する。ページングメッセージはページングオブジェクトがＷ
Ｄである旨を明示的に示している。具体的には、ページングオブジェクトがＷＤである旨
を示す実施例は、明示的にＷＤのＩＤを示しているか、または、ページングオブジェクト
がＵＥでない旨を示しているか、または、ページングオブジェクトがＷＤであるか否かを
示している等であってよい。
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【０２６３】
　５０９：ＭＭＥが送信したページングメッセージを受信した後、ｅＮＢはページングメ
ッセージをＵＥに送信する。
【０２６４】
　５１０：ｅＮＢが送信したページングメッセージを受信した後、ＵＥはＷＤをページン
グするか否かを決定して、ＷＤをページングする場合、ＵＥはページングメッセージをＷ
Ｄに転送するか、または、専用メッセージをＷＤに送信してページングメッセージのコン
テンツをＷＤに転送する。
【０２６５】
　本発明の本実施形態では、ＭＭＥが専用シグナリングを利用してページングメッセージ
のページングオブジェクトがＷＤであるか否かをｅＮＢに通知するとしてもよいし、また
は、ｅＮＢはＭＭＥが送信したページングメッセージをパーシングしてページングオブジ
ェクトがＷＤであるか否かを知るとしてもよいことに留意されたい。
【０２６６】
　本発明の実施形態の具体的な実現プロセスにおいて、グループは特定の条件下で解除す
る必要がある。グループ解除とは、ＷＤが自身で第１のタスクを実行する必要があること
、または、ＷＤからＵＥに第１のタスクの実行を切り替える必要があること、または、Ｗ
Ｄが第１のタスクを実行する必要がなくなったことを意味するとしてよい。グループ解除
については添付図面を参照しつつ以下で詳細に説明する。
【０２６７】
　図６は、本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。この方法は、図
１に図示している通信システムに適用されるとしてよい。図６に示すように、当該方法は
具体的に、以下のステップを含むとしてよい。
【０２６８】
　６０１：ＷＤまたはＵＥがグループを解除する必要があると確認する場合、ＵＥはグル
ープ解除指示情報をネットワークに報告する。
【０２６９】
　具体的には、ＵＥが現在接続モードである場合、ＵＥはグループ解除指示情報をｅＮＢ
に直接送信して、グループを解除する必要がある旨を示すとしてよい。これに代えて、Ｕ
Ｅが現在アイドルモードである場合、ＵＥはｅＮＢにランダムアクセスするようトリガさ
れる。この後、ランダムアクセスプロセスにおいて、例えば、ＵＥがグループ解除指示情
報をランダムアクセスメッセージ３に追加して、グループ解除指示情報をｅＮＢに送信す
るか、または、ＵＥは、ランダムアクセスを完了した後、グループ解除指示情報をｅＮＢ
に送信するとしてよい。これに代えて、ＵＥが現在アイドルモードである場合、ＵＥはロ
ケーション更新（ＴＡＵ、Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）プロセスを実行
するようトリガされて、グループ解除指示情報をネットワーク側に報告する。
【０２７０】
　本明細書において、グループ解除を決定する条件は、以下に記載する条件のうち１また
は複数であってよい。
【０２７１】
　１．ＷＤが、ＷＤとＵＥとの間の信号の品質が特定のしきい値を下回っていることを検
出し、ＷＤおよびＵＥがグループ形成条件を満たさなくなっている。
【０２７２】
　２．ＵＥが、ＷＤとＵＥとの間の信号の品質が特定のしきい値を下回っていることを検
出し、ＷＤおよびＵＥがグループ形成条件を満たさなくなっている。
【０２７３】
　３．ＷＤが、ＷＤとＵＥとの間の距離が特定のしきい値を下回っていることを検出し、
ＷＤおよびＵＥがグループ形成条件を満たさなくなっている。
【０２７４】
　４．ＵＥが、ＷＤとＵＥとの間の距離が特定のしきい値を下回っていることを検出し、
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ＷＤおよびＵＥがグループ形成条件を満たさなくなっている。
【０２７５】
　５．ＷＤが、アプリケーションプログラムの指示であって、グループの解除を必要とす
る指示を受信する。
【０２７６】
　６．ＵＥが、アプリケーションプログラムの指示であって、グループの解除を必要とす
る指示を受信する。
【０２７７】
　７．ＷＤまたはＵＥが、ｅＮＢまたはＭＭＥ等のネットワーク側デバイスが送信したグ
ループ解除指示情報を受信する。
【０２７８】
　６０２：ｅＮＢは、ＵＥが送信したグループ解除指示情報を受信した後、グループ解除
報告メッセージをＭＭＥに送信してグループを解除する必要がある旨をＭＭＥに通知する
。
【０２７９】
　６０３：ＭＭＥは、ｅＮＢが送信したグループ解除報告メッセージを受信した後、グル
ープ解除確認メッセージをフィードバックする。
【０２８０】
　６０４：ｅＮＢはグループ解除確認メッセージをＵＥに送信する。
【０２８１】
　ステップ６０４、ステップ６０２およびステップ６０３の間には必ずしも順番が決まっ
ているわけではない。
【０２８２】
　６０５：ネットワーク側がグループを解除したとＵＥが決定した後、ＷＤとＵＥとの間
で依然として近距離通信を実行可能である場合、ＵＥはグループ解除確認メッセージをＷ
Ｄに送信してグループが解除したことを確認する。これに代えて、グループが解除された
後に、ＷＤが通常動作モードを開始することを選択する場合（すなわち、全ての通信タス
クにおける動作を実行する必要がある場合）、ｅＮＢ等のネットワーク側デバイスは、グ
ループ解除確認メッセージをＷＤに送信するとしてよい。
【０２８３】
　６０６：ＷＤとＵＥとの間のグループを解除したと決定した後、ＷＤは、現在のサービ
ングセルにキャンプオンし続けるか、または、キャンプオンする別のセルを選択するべく
セル再選択を実行するかを決定するとしてよい。
【０２８４】
　６０７：グループを解除した後、ＷＤは、通常動作モードを選択するとしてもよい（す
なわち、全ての通信タスクにおける動作を実行する必要がある）。
【０２８５】
　これに加えて、本発明の本実施形態において、グループ解除指示情報をネットワーク側
に報告する場合、ＵＥは、現在ＷＤおよびＵＥが依然として同じトラッキングエリア（Ｔ
ｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ、ＴＡ）内にいるか否かを指定する指示情報を報告するか、ま
たは、現在ＷＤおよびＵＥが依然として同じセルにいるか否かを指示する指示情報を報告
するとしてよい。このため、ＷＤがグループ解除を能動的に要求する場合、ＷＤは、ＷＤ
がＵＥと同じセルまたは同じトラッキングエリア（ＴＡ）に引き続き位置するか否かをＵ
Ｅに通知する。
【０２８６】
　別のケースを以下で説明する。
【０２８７】
　第１のユーザ機器がネットワークデバイスに対する接続を確立する場合、すなわち、デ
ータ送信プロセスにおいて、第１のユーザ機器は、第２のユーザ機器を利用してネットワ
ークデバイスとの間でデータ送信を間接的に実行するとしてよい。すなわち、第１のユー
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ザ機器は、送信する必要があるデータを第２のユーザ機器に送信して、第２のユーザ機器
はデータをネットワークデバイスに転送する。第２のユーザ機器が送信したデータが第２
のユーザ機器のデータであるか第１のユーザ機器のデータであるかをネットワークデバイ
スが区別することができるためには、対応する識別子をデータを保持するデータパケット
に追加するとしてよい。言うまでもなく、データの機密性のために、第１のユーザ機器が
自身でネットワークデバイスとの間でデータ送信を実行するとしてもよい。
【０２８８】
　第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間のデータ送信プロセスは通常、チャネ
ルステータス測定、無線リソース管理測定等が共に行われる。エネルギーを節約するべく
、第１のユーザ機器は、第２のユーザ機器を利用して通信プロセスにおける測定を実行す
るとしてよい。方法は具体的には以下を含むとしてよい。第１のユーザ機器がネットワー
クデバイスに対する接続を確立して、第１のユーザ機器が、第２のユーザ機器を利用して
、または、第２のユーザ機器の支援を受けて、第３のタスクを実行する。第３のタスクは
、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の通信のために必要なタスクである。
第３のタスクは、測定設定情報にしたがって測定を実行すること、ネットワークデバイス
に測定結果を送信すること、または、ランダムアクセス方式でターゲットセルまたはター
ゲット基地局にハンドオーバーされること、のうち少なくとも１つを含む。第３のタスク
を実行する前に、第２のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信した測定設定情報を
受信する必要がある。測定設定情報を利用して第３のタスクを実行する。これに対応して
、第２のユーザ機器が第３のタスクを実行すると決定する場合、ネットワークデバイスは
、測定設定情報を第２のユーザ機器に送信する必要がある。本発明の実施形態については
添付図面を参照しつつ以下で詳細に説明する。
【０２８９】
　図７は、本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。この方法は、図
１に図示している通信システムに適用されるとしてよい。図７に示すように、当該方法は
具体的に、以下のステップを含むとしてよい。
【０２９０】
　７１０：第１のユーザ機器がネットワークデバイスに対する接続を確立する。
【０２９１】
　第１のユーザ機器は、第２のユーザ機器を利用して、ネットワークデバイスに対する接
続を確立するために必要なパラメータ情報を取得するとしてよい。例えば、パラメータ情
報は、アップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、アップリンク
タイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、および／または、設定パラメー
タを含む。設定パラメータは、本明細書において、両側のデバイスが、送信プロセスにお
いて設定パラメータにしたがってデータが設定されている場合に限り、データを識別でき
ることを意味する。これに代えて、第１のユーザ機器は自身で情報を取得するとしてもよ
い。第１のユーザ機器は、情報を利用することで、ネットワークデバイスに対する接続を
確立する。
【０２９２】
　第１のユーザ機器がネットワークデバイスに対して接続を確立する場合、第１のユーザ
機器は、ネットワークデバイスに指示情報を送信して、第１のユーザ機器が第２のユーザ
機器を利用することで第３のタスクを実行する旨を示すとしてよい。第３のタスクは、測
定設定情報にしたがって測定を実行すること、ネットワークデバイスに測定結果を送信す
ること、および、ランダムアクセス方式でターゲット基地局にハンドオーバーするプロセ
スを実行すること等を含むとしてよい。第３のタスクは、第１のユーザ機器とネットワー
クデバイスとの間のデータ送信のプロセスにおいて必要なタスクであってもよい。
【０２９３】
　これに代えて、ネットワークデバイスは、第２のユーザ機器を利用して第３のタスクを
実行する必要があると決定して、第３のタスクの実行の停止または省略を第１のユーザ機
器に命令するとしてよい。言い換えると、第１のユーザ機器は、第３のタスク以外の通信
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タスクを実行する。
【０２９４】
　これに代えて、第２のユーザ機器は、第３のタスクを実行する必要があると決定して、
測定設定情報要求メッセージをネットワークデバイスに送信して、測定設定情報を要求す
るとしてよい。第２のユーザ機器は、測定設定情報要求メッセージをネットワークデバイ
スに送信する場合、第２のユーザ機器が第１のユーザ機器に代わって第３のタスクを実行
する旨を特定するとしてよい。
【０２９５】
　第３のタスクの実行を停止または省略するということは、ルールが定義され得る、すな
わち、第１のユーザ機器はネットワークデバイスと通信する場合に第３のタスクを実行す
る必要がないことを意味し得ると、留意されたい。言い換えると、第１のユーザ機器は、
第３のタスクの責任を負わない。しかし、ネットワークデバイスは第３のタスクで取得し
たデータが必要であるので、ネットワークデバイスまたは第２のユーザ機器は第３のタス
クを自身で実行すると決定する。これに代えて、通信プロトコルにしたがって、第１のユ
ーザ機器が第３のタスクを実行する必要がある。しかし、エネルギーを節約するためには
、第１のユーザ機器は第３のタスクを自身で実行せず、第２のユーザ機器を利用して第３
のタスクを実行する。この場合、第１のユーザ機器、第２のユーザ機器およびネットワー
クデバイスは全て、第２のユーザ機器が第３のタスクを実行すると決定してよい。これに
代えて、プロトコルにしたがって、第１のユーザ機器が第３のタスクを実行する必要があ
り、第３のタスクを実行している。第１のユーザ機器は、特定の条件で、例えば、第２の
ユーザ機器もしくはネットワークデバイスからの命令がある場合、または、第１のユーザ
機器にあるアプリケーションプログラムのコマンドがある場合、第３のタスクの実行を停
止する。第３のタスクの実行の停止または省略という説明は、容易に理解していただくこ
とのみを意図して記載されており、限定を構成するものではないと留意されたい。
【０２９６】
　７２０：ネットワークデバイスは設定情報を第２のユーザ機器に送信し、ネットワーク
デバイスはアクセスネットワークデバイスまたはコアネットワークデバイスであってよい
。
【０２９７】
　測定設定情報は、無線リソース管理（ＲＲＭ）測定設定情報および／またはチャネル状
態指示情報（ＣＳＩ）測定設定情報であってよい。
【０２９８】
　測定設定情報は、第１の測定設定情報および／または第２の測定設定情報をさらに含む
としてよく、第１の測定設定情報は、第１のユーザ機器のためにネットワークデバイスに
よって設定され、第２の測定設定情報は第２のユーザ機器のためにネットワークデバイス
によって設定される。
【０２９９】
　７３０：第２のユーザ機器は、測定設定情報にしたがって第３のタスクを実行する。
【０３００】
　第２のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信した測定設定情報を受信して、測定
設定情報にしたがって測定を実行して、測定結果をネットワークデバイスに送信する。ネ
ットワークデバイスは測定結果を受信する。
【０３０１】
　第２のユーザ機器は、以下の方式で測定結果を取得するとしてよい。
【０３０２】
　方式１：ネットワークデバイスが送信して第２のユーザ機器が受信した設定情報が、第
１の測定設定情報および第２の測定設定情報に分類される場合、第２のユーザ機器は、２
つの設定情報にしたがって別箇に測定を実行して総合測定結果を取得するとしてよい。
【０３０３】
　例えば、第１のＵＥ用に設定されている測定設定は１０ｍｓの間隔で２ｍｓにわたって
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測定を実行し、第２のＵＥ用に設定されている測定設定は、１０ｍｓの間隔で３ｍｓにわ
たって測定を実行する場合、第２のＵＥの測定動作は、第１のＵＥ用に設定された測定間
隔にしたがって２ｍｓにわたって測定を実行すること、その後でさらに１ｍｓにわたって
測定を実行することを含む。これは、合計で３ｍｓにわたって測定が実行されているので
、第２のＵＥ用の測定設定にしたがって測定を完了することに等しい。この場合、測定結
果の算出において、２ｍｓにわたる測定によって取得した１つの値を、第１のＵＥが実行
した測定の測定結果として利用するべきであり、例えば、２ｍｓの測定によって取得した
複数の値に対してフィルタリングを実行する。第２のＵＥのための測定結果を算出する場
合、３ｍｓにわたる測定によって取得した値は全て利用する必要があり、例えば、３ｍｓ
の間に取得した複数の値の平均値を最終結果として利用する。
【０３０４】
　具体的には、ＣＳＩ測定を実行する場合、１回の２ｍｓの測定または３ｍｓの測定が完
了した後で、１つの値を取得するとしてよい。しかし、ＲＲＭ測定については、２ｍｓに
わたる測定または３ｍｓにわたる測定を何度も実行した後で取得する値を複数測定する必
要があり、その後、これらの値の平均をとってＲＲＭ測定結果を取得する。
【０３０５】
　方式２：２つの設定情報が同じである場合、ネットワークデバイスは、第１の測定設定
情報を第２のユーザ機器に利用可能であるか否か、または、第２の測定設定情報を第１の
ユーザ機器に利用可能であるか否かを指示するとしてよく、第２のユーザ機器はこの指示
にしたがって測定を実行して測定結果を取得する。
【０３０６】
　方式３：第２のユーザ機器は、第１の測定設定情報にしたがって測定を直接実行して測
定結果を取得するとしてよい。
【０３０７】
　７２０の部分および７３０の部分は主に、第２のユーザ機器によって第３のタスクを実
行するプロセスを説明している。
【０３０８】
　ネットワークデバイスは、ＲＲＭ測定結果を受信した後、第１のユーザ機器をセルにハ
ンドオーバーする必要があると決定する。この場合、ネットワークデバイスは、第１のユ
ーザ機器をハンドオーバーする必要があるターゲットセルに関する情報および／または第
１のユーザ機器をハンドオーバーする必要があるターゲット基地局に関する情報を第２の
ユーザ機器に送信する。第２のユーザ機器は、この情報を受信した後、ターゲットセルに
ハンドオーバーされる。
【０３０９】
　複数の異なる形態のセルハンドオーバーに基づき、ネットワークデバイスは、ハンドオ
ーバー中のターゲットアクセスネットワークデバイスおよびソースアクセスネットワーク
デバイスを含むとしてよい。ターゲットアクセスネットワークデバイスおよびソースネッ
トワークデバイスは別々に、以下で詳細を説明する。
【０３１０】
　１．ハンドオーバーがアクセスネットワークデバイス内ハンドオーバーである場合、す
なわち、セルハンドオーバーのみが実行される場合、アクセスネットワークデバイスは、
ターゲットセルに関する情報およびハンドオーバーに必要な他の情報を第２のユーザ機器
に送信する。第２のユーザ機器は、この情報にしたがって、ターゲットセルにハンドオー
バーされる。
【０３１１】
　２．ハンドオーバーがアクセスネットワークデバイス間ハンドオーバーである場合、す
なわち、セルハンドオーバーおよび基地局ハンドオーバーの両方を実行する必要がある場
合、ソースアクセスネットワークデバイスは、ターゲットアクセスネットワークデバイス
に関する情報、ターゲットセルに関する情報、および、ハンドオーバーに必要なその他の
情報を、第２のユーザ機器に送信する。第２のユーザ機器は、これらの情報にしたがって
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ハンドオーバーされる。これに加えて、第１のユーザ機器は第２のユーザ機器を利用する
ことで第３のタスクを実行するとターゲット基地局が知るためには、ハンドオーバープロ
セス中、または、ハンドオーバーが完了した後で、ソースアクセスネットワークデバイス
がこの旨をターゲット基地局に通知するか、または、第２のユーザ機器がこの旨をターゲ
ット基地局に通知するとしてよい。
【０３１２】
　セルハンドオーバープロセスは関連する通信プロトコルにおいてより詳細に説明されて
おり、セルハンドオーバープロセスについて理解するには、通信プロトコルを参照された
い。この点について留意されたい。本明細書では詳細な説明は省略する。
【０３１３】
　第３のタスクを実行する際の第２のユーザ機器の信頼性を高めるべく、第２のユーザ機
器の測定結果が正確であるか否かは定期的に検証されるとしてよい。具体的なプロセスは
以下の通りである。
【０３１４】
　７４０：第２のユーザ機器は設定情報を第１のユーザ機器に送信する。
【０３１５】
　設定情報は、以下の目的を実現するべく、第１のユーザ機器に送信される。第１のユー
ザ機器が自身で第３のタスクを実行できること、または、第１のユーザ機器が以下で説明
する検証のための測定を実行できること等である。
【０３１６】
　７５０：設定情報にしたがって検証を実行する。
【０３１７】
　検証方式としては以下のものが挙げられる。
【０３１８】
　方式１：第２のユーザ機器は測定結果を、イベントトリガ方式で、または、特定の期間
の間隔毎に、第１のユーザ機器に送信するとしてよい。第１のユーザ機器は、第２のユー
ザ機器が送信する測定結果を受信した後で、測定結果を、第１のユーザ機器が第２のユー
ザ機器と同じ期間にわたって自身で測定を実行することで取得した測定結果と比較して、
これら２つの測定結果の差異が特定のしきい値を超えている場合には、第１のユーザ機器
は第２のユーザ機器による第３のタスクの実行を中止する。
【０３１９】
　方式２：第１のユーザ機器は、イベントトリガ方式で、または、特定の期間の間隔毎に
、測定結果を第２のユーザ機器に送信するとしてよい。第２のユーザ機器は、第１のユー
ザ機器が送信した測定結果を受信した後で、測定結果を、第２のユーザ機器が第１のユー
ザ機器と同じ期間にわたって測定を実行することで取得した測定結果と比較して、これら
２つの測定結果の差異が特定のしきい値を超えている場合には、第２のユーザ機器は第３
のタスクの実行を中止して、この旨を第１のユーザ機器に通知するか、または、自律的に
測定を実行するよう第１のユーザ機器に命令する。
【０３２０】
　イベントトリガは、チャネル状態、２つのユーザ機器の間の距離または位置が条件を満
たさないと第２のユーザ機器または第１のユーザ機器が検出すること、または、システム
ソフトウェアからトリガ命令を受信すること等を意味する。
【０３２１】
　説明をより明確にするべく、ＲＲＭ測定およびＣＳＩ測定は、添付図面を参照しつつ、
以下で別々に詳細な説明を行う。
【０３２２】
　図８は、本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。この方法は、図
１に図示している通信システムに適用されるとしてよい。図８に示すように、当該方法は
具体的に、以下のステップを含むとしてよい。
【０３２３】
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　８０１：ＷＤは、データ送信を実行するべくネットワークとの接続を確立するようネッ
トワークがＷＤをトリガする場合、または、データ送信を実行するべくネットワークとの
接続を確立する必要性をＷＤが能動的にトリガする場合、指示情報をＵＥに送信するとし
てよい。指示情報の機能は、ネットワークにアクセスするために必要なパラメータ情報を
、ＷＤのために、取得するようＵＥに要求することを含み、パラメータ情報は以下の情報
のうち少なくとも１つを含む。
　１．アップリンクタイミング事前（ＴＡ：タイミング事前）情報またはアップリンク事
前調整情報
　２．アップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報
　３．設定情報、ここで設定情報は、物理層設定パラメータ、ＭＡＣ層設定パラメータ、
ＲＬＣ層設定パラメータ、ＰＤＣＰ層設定パラメータ、または、ＲＲＣ設定パラメータの
うち少なくとも１つを含むとしてよい。
【０３２４】
　８０２：ＷＤはネットワークに対する接続を確立する必要があるとＵＥが知った後、ま
たは、ＷＤが送信した指示情報をＵＥが受信した後、ＵＥが現在、ｅＮＢに対する接続モ
ードである場合、ＵＥは、現在利用されているＴＡ値およびアップリンク送信電力情報ま
たはアップリンク送信電力調整情報（例えば、アップリンクＰＵＳＣＨチャネルのアップ
リンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報）を、ＷＤに送信するか、また
は、ＵＥが現在アイドルモードである場合、ＵＥは最初に、ランダムアクセスプロセスを
利用してｅＮＢに対する接続を確立して、その後でＷＤに、取得したＴＡ値およびアップ
リンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報（例えば、アップリンクＰＵＳ
ＣＨチャネルのアップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報）を送信
する。
【０３２５】
　８０３：アップリンクタイミング事前情報またはアップリンク事前調整情報および送信
電力に加えて、ＵＥはさらに、最初にｅＮＢからＷＤが必要とする設定情報を取得して、
その後で設定情報をＷＤに送信するとしてよい。
【０３２６】
　８０４：ＵＥは、ＷＤが必要とする、アップリンクタイミング事前情報またはアップリ
ンク事前調整情報、アップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報、お
よび、設定情報を、ＷＤに送信する。
【０３２７】
　８０５：ＷＤは、取得した、アップリンクタイミング事前情報またはアップリンク事前
調整情報、アップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報、および、設
定情報を利用して、ｅＮＢに対する接続を確立して、データ送信を実行する。
【０３２８】
　具体的には、ＷＤは、設定情報を利用して複数の層に対する設定を実行した後で、取得
したＴＡ値およびアップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報、およ
び、設定パラメータ情報を利用して、アップリンクデータをｅＮＢに送信し始め、ｅＮＢ
が送信したダウンリンクデータを受信する。
【０３２９】
　８０６：データ送信プロセスにおいて、ＷＤは、サービングセルのスケジューリング情
報のみをリスニングし、ｅＮＢが送信したダウンリンクデータを受信した場合、ダウンリ
ンクデータについてのＨＡＲＱをフィードバックする。
【０３３０】
　８０７：ＷＤとｅＮＢとの間で実行されるデータ送信プロセスにおいて、ＵＥは、ＷＤ
に代わって、ＣＳＩ測定およびフィードバックを実行する。具体的には、ｅＮＢは、ＵＥ
のために、ＷＤに代わってＵＥによるＣＳＩ測定を実行するための測定設定情報を設定す
るとしてよい。または、ｅＮＢは、ＵＥのためにステップ８０３において、ＷＤに代わっ
てＵＥによるＣＳＩ測定を実行するための設定情報を設定するとしてよい。
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【０３３１】
　８０８：ＵＥは、ＣＳＩ測定結果にしたがって、ＣＳＩ測定結果をフィードバックする
。
【０３３２】
　これに加えて、プロキシ測定が正確であるように保証するべく、ＵＥおよびＷＤは、プ
ロキシ測定プロセスにおいて不定期に測定キャリブレーションプロセスを実行するとして
よい。
【０３３３】
　具体的には、特定の期間の間隔毎に、ＵＥがＣＳＩ測定結果をＷＤに送信するとしてよ
い。これに加えて、ＷＤも、特定の期間の間隔毎に、ＣＳＩ測定を実行し、その後でＵＥ
が送信したＣＳＩ測定結果と、測定によってＷＤが取得したＣＳＩ測定結果とを比較する
としてよい。これらの測定結果の差異が特定のしきい値を超える場合、プロキシ測定プロ
セスの中止がトリガされる。ＷＤがプロキシ測定プロセスを中止する必要がある場合、Ｗ
Ｄは、プロキシ測定中止指示情報をＵＥに送信するとしてよい。
【０３３４】
　これに代えて、ＷＤは、特定の期間の間隔毎にＣＳＩ測定を実行して、ＣＳＩ測定結果
をＵＥに送信するとしてよい。この後、ＵＥは、同じ期間における測定結果にしたがって
、ＷＤおよびＵＥの測定結果の差異が特定のしきい値を超えているとＵＥが決定する場合
、プロキシ測定プロセスの中止をトリガする。プロキシ測定プロセスを中止する必要があ
る場合、ＵＥはプロキシ測定中止指示情報をＷＤに送信してＣＳＩ測定を自身で実行する
ようＷＤに命令する。
【０３３５】
　図９は、本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。この方法は、図
１に図示している通信システムに適用されるとしてよい。図９に示すように、当該方法は
具体的には、以下のステップを含むとしてよい。
【０３３６】
　９０１：ＷＤがｅＮＢとの間のデータ送信を確立した後、サービスの継続性を保証する
と共に、移動プロセスにおいて適切なターゲットセルに対して適切なタイミングで動作の
ためにＷＤがハンドオーバー可能であることを保証するべく、ＷＤまたはｅＮＢは、ＷＤ
のためにプロキシＲＲＭ測定を実行するようＵＥに要求してＷＤの消費電力を少なくする
としてよい。
【０３３７】
　具体的には、ＷＤは、ＷＤのためにプロキシＲＲＭ測定を実行するようＵＥに要求する
べく、要求メッセージをＵＥに送信するとしてもよいし、または、ＵＥは、ＷＤがデータ
送信の実行を必要としているとは決定する場合に、能動的にプロキシＲＲＭ測定を実行す
るとしてもよいし、または、ｅＮＢが、ＷＤに代わってプロキシＲＲＭ測定を実行するよ
うＵＥに命令するとしてもよい。
【０３３８】
　９０２：ｅＮＢは、ＵＥのために、プロキシ測定を実行するための測定設定情報を設定
する。
【０３３９】
　９０３：ＵＥは、プロキシ測定のための設定情報にしたがって周波数内または周波数間
ＲＲＭ測定を実行して、測定結果をｅＮＢに報告する。
【０３４０】
　９０４： これに加えて、プロキシ測定が正確であるように保証するべく、ＵＥおよび
ＷＤは、プロキシ測定プロセスにおいて不定期に測定キャリブレーションプロセスを実行
するとしてよい。
【０３４１】
　具体的には、特定の期間の間隔毎に、ＵＥがＲＲＭ測定結果をＷＤに送信するとしてよ
い。これに加えて、ＷＤも、特定の期間の間隔毎に、ＲＲＭ測定を実行し、その後でＵＥ
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が送信したＲＲＭ測定結果と、測定によってＷＤが取得したＲＲＭ測定結果とを比較する
としてよい。これらの測定結果の差異が特定のしきい値を超える場合、プロキシ測定プロ
セスの中止がトリガされる。ＷＤがプロキシ測定プロセスを中止する必要がある場合、Ｗ
Ｄは、プロキシ測定中止指示情報をＵＥに送信するとしてよい。
【０３４２】
　これに代えて、ＷＤは、特定の期間の間隔毎にＲＲＭ測定を実行して、ＲＲＭ測定結果
をＵＥに送信するとしてよい。この後、ＵＥは、同じ期間における測定結果にしたがって
、ＷＤおよびＵＥの測定結果の差異が特定のしきい値を超えているとＵＥが決定する場合
、プロキシ測定プロセスの中止をトリガする。プロキシ測定プロセスを中止する必要があ
る場合、ＵＥはプロキシ測定中止指示情報をＷＤに送信してＲＲＭ測定を自身で実行する
ようＷＤに命令する。
【０３４３】
　９０５：ＵＥは、プロキシ測定を実行して測定結果を報告し、ｅＮＢは、測定結果に基
づいて、ハンドオーバーを実行する必要があると決定する場合にハンドオーバーコマンド
メッセージをＵＥに送信し、ハンドオーバーコマンドメッセージは、ＵＥをハンドオーバ
ーする必要があるターゲットセルに関する情報を含む。
【０３４４】
　９０６：ＵＥは、ｅＮＢが送信したハンドオーバーコマンドメッセージを受信した後、
ターゲットセルにハンドオーバーされる。具体的には、ＵＥは、ターゲットセルのアップ
リンクタイミング事前情報またはアップリンク事前調整情報、および、ターゲットセルの
アップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報を取得するべく、ターゲ
ットセルにおいてランダムアクセスプロセスを実行する必要がある。ＵＥは、ターゲット
セルへのアクセスに成功した後、ハンドオーバー完了メッセージをターゲットセルに送信
する。
【０３４５】
　これに加えて、ＵＥをターゲットセルにハンドオーバーするプロセスにおいて、ＷＤは
ソースセルとの通信を継続するとしてよい。
【０３４６】
　９０７：ＵＥのハンドオーバーが成功した後、ＵＥは、ＵＥをハンドオーバーする必要
があるターゲットセルに関する情報、ターゲットセルで利用されるＴＡ値およびターゲッ
トセルで利用されるアップリンク送信電力情報またはアップリンク送信電力調整情報を、
ＷＤに通知する。これに加えて、ＵＥはさらに、複数の層におけるＷＤのために構成され
ているパラメータ情報をＷＤに通知するとしてよい。このため、ハンドオーバープロセス
において、ターゲットｅＮＢは、ＵＥとＷＤとの間のグループに関する情報を知る必要が
ある。ターゲットｅＮＢがＵＥとＷＤとの間のグループに関する情報を知ってＷＤのため
に適切なパラメータを設定することができるようにするためには、以下の２つの方式を利
用して、ＵＥとＷＤとの間のグループに関する情報をターゲットｅＮＢに通知するとして
よい。
【０３４７】
　方式１：ハンドオーバー準備フェーズにおいて、ソースｅＮＢがＵＥとＷＤとの間のグ
ループに関する情報をターゲットｅＮＢに送信することにより、実際にはＷＤに代えてＵ
Ｅがハンドオーバーされる旨をターゲットｅＮＢが知ることとなる。
【０３４８】
　方式２：ターゲットｅＮＢにアクセスするプロセスにおいて、または、ターゲットｅＮ
Ｂへのハンドオーバーが成功した後で、ＵＥは、メッセージを利用して、ＵＥとＷＤとの
間のグループに関する情報をターゲットｅＮＢに通知する。これにより、ターゲットｅＮ
Ｂは、実際にはＷＤに代えてＵＥがハンドオーバーされたことを知ることとなる。
【０３４９】
　ターゲットｅＮＢがＷＤとＵＥとの間のグループ関係を知った後、ターゲットｅＮＢは
、ハンドオーバーコマンドにおいてＷＤのために、ＷＤがターゲットｅＮＢに対する接続
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を確立する場合に必要になる設定パラメータを設定するとしてよいし、または、ＵＥのハ
ンドオーバーが成功した後で、ターゲットｅＮＢは、専用シグナリングを利用してＷＤの
ために、ＷＤがターゲットｅＮＢに対する接続を確立する場合に必要になる設定パラメー
タを設定する。
【０３５０】
　９０８：さらに、これに代えて、ＵＥがターゲットｅＮＢへのアクセスに成功したとソ
ースｅＮＢが知った後、ソースｅＮＢは、データ送信を実行するべくターゲットｅＮＢに
アクセスするようＷＤに命令することを目的として、高速ハンドオーバーコマンドをＷＤ
に直接送信するとしてよい。具体的には、ソースｅＮＢは、物理層シグナリングまたはＭ
ＡＣシグナリングを利用して、ハンドオーバーするようＷＤに命令するとしてよい。
【０３５１】
　９０９：ターゲットセルまたはターゲットｅＮＢへのハンドオーバーを指示するハンド
オーバー指示であって、ＵＥまたはソースｅＮＢが送信するハンドオーバー指示を受信し
た後で、ＷＤは、ＵＥが提供するＴＡ値およびアップリンク送信電力情報またはアップリ
ンク送信電力調整情報を利用してターゲットセルにおいて通信を実行する。
【０３５２】
　本発明の実施形態の具体的な実現プロセスにおいて、第１のユーザ機器が第２のユーザ
機器を利用してタスクを実行する場合、情報のセキュリティのためにセキュリティメカニ
ズムを構成するとしてよい。第１のユーザ機器は、ネットワークデバイスに対する接続を
確立する。第１のユーザ機器は、ネットワークデバイスが送信したセキュリティモードア
クティブ化コマンドを直接受信する。 第１のユーザ機器は、セキュリティコンテキスト
情報にしたがって、コントロールプレーンにおけるデータ送信のための暗号鍵およびイン
テグリティ保護鍵および／またはユーザプレーンにおけるデータ送信のための暗号鍵を生
成し、ネットワークデバイスとの間でデータ送信を実行する場合、第１のユーザ機器は、
コントロールプレーンにおけるデータ送信のために生成された暗号鍵およびインテグリテ
ィ保護鍵および／またはユーザプレーンにおけるデータ送信のために生成された暗号鍵を
利用する。第１のユーザ機器は、第２のユーザ機器が送信する鍵更新メッセージを受信し
て、鍵更新メッセージはネットワークデバイスが暗号鍵およびインテグリティ保護鍵を利
用して鍵更新メッセージに対して暗号化およびインテグリティ保護を実行した後で、ネッ
トワークデバイスから第２のユーザ機器に送信される。第１のユーザ機器は、鍵更新メッ
セージにしたがって、コントロールプレーンにおけるデータ送信のための暗号鍵およびイ
ンテグリティ保護鍵またはユーザプレーンにおけるデータ送信のための暗号鍵のうち任意
の１または複数を更新する。本発明の本実施形態を利用することで、第１のユーザ機器と
ネットワークデバイスとの間のセキュリティ鍵、および、第２のユーザ機器とネットワー
クデバイスとの間のセキュリティ鍵は、互いに独立したものであるとしてよく、互いに不
可視である。これによって、第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間の直接デー
タ送信の機密性が保証される。これに加えて、鍵更新プロセスは第２のユーザ機器を利用
して更新されるとしてよい。これによって、第１のユーザ機器の消費エネルギーが少なく
なり、スタンバイ時間が長くなる。本発明の本実施形態で提供されるセキュリティメカニ
ズムについては、添付図面を参照しつつ以下で詳細に説明する。
【０３５３】
　図１０は、本発明の方法の実施形態に係るさらに別の概略通信図である。この方法は、
図１に図示している通信システムに適用されるとしてよい。図１０に示すように、本発明
の本実施形態の主旨は、第１のユーザ機器がネットワークデバイスと通信する場合に、初
期鍵は第１のユーザ機器とネットワークデバイスとの間でのみ送信される点である。すな
わち、第１のユーザ機器およびネットワークデバイスのみが初期鍵を知っている。鍵を更
新する必要がある場合、ネットワークデバイスは、第２のユーザ機器を利用して第１のユ
ーザ機器に通知するとしてよい。この方法は具体的には以下のステップを含むとしてよい
。
【０３５４】
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　最初に、ステップ１００１から１００４は、図８のステップ８０１から８０４と同じで
ある。この方法はさらに以下のステップを含むとしてよい。
【０３５５】
　１００５：ｅＮＢは、セキュリティモードアクティブ化コマンドをＷＤに送信して、Ｗ
ＤとｅＮＢとの間のセキュリティ鍵をアクティブ化する。具体的には、ＷＤがセキュリテ
ィモードアクティブ化コマンドを受信した後、ＷＤは最初に、格納されているセキュリテ
ィコンテキスト情報に基づいてＫＡＳＭＥを生成した後、ｅＮＢおよびＵＥは、生成され
たＫＡＳＭＥに基づいてセキュリティ鍵ＫｅＮＢを生成するとしてよい。ＫｅＮＢが生成
された後、ＷＤは、ｅＮＢのためのセキュリティアルゴリズムにしたがってＫｅＮＢから
、コントロールプレーンにおけるデータ送信のための暗号鍵およびインテグリティ保護鍵
およびユーザプレーンにおけるデータ送信のための暗号鍵を導出するとしてよい。
【０３５６】
　例えば、ＷＤは、セキュリティコンテキスト情報にしたがって第１の鍵を生成する。Ｗ
Ｄは、第１の鍵、ＮＡＳ　ＣＯＵＮＴ情報（非アクセス層カウント情報）、ネットワーク
デバイスの識別子、または、ＵＥの識別子のうち１または複数にしたがって、第２の鍵を
生成する。ＷＤは、コントロールプレーン上のデータ送信のための暗号鍵およびインテグ
リティ保護鍵ならびに／またはユーザプレーン上でのデータ送信のための暗号鍵を、ネッ
トワークデバイスのためのセキュリティアルゴリズムにしたがって第２の鍵から算出し、
第１のユーザ機器がネットワークデバイスとの間でデータ送信を実行する場合、暗号鍵を
利用してコントロールプレーン上でデータを暗号化もしくは復号化し、インテグリティ保
護鍵を利用してコントロールプレーン上でデータに対してインテグリティ保護を実行する
かもしくはインテグリティ保護鍵を利用してコントロールプレーン上でデータのインテグ
リティを検証し、ならびに／または、暗号鍵を利用してユーザプレーン上でデータを復号
化もしくは暗号化する。
【０３５７】
　１００６：さらに、ＷＤとｅＮＢとの間のデータ送信プロセスにおいて、条件が満たさ
れれば、ｅＮＢは鍵更新プロセスの実行をトリガする必要がある。ＷＤの鍵更新プロセス
は以下のように設計される。
【０３５８】
　ＷＤとｅＮＢとの間の鍵を更新する必要がある場合、ｅＮＢは専用メッセージをＵＥに
送信する。専用メッセージは、ＷＤによるセキュリティ鍵更新の実行のための関連情報を
含み、暗号化および／またはインテグリティ保護は、ＷＤとｅＮＢとの間の現在の鍵を利
用して専用メッセージに対して実行される。これに代えて、ｅＮＢはＨＯコマンドメッセ
ージをＵＥに送信するとしてもよい。ＨＯコマンドメッセージもまた、ＷＤによる鍵更新
の実行のための関連情報を含み、暗号化および／またはインテグリティ保護は、ＷＤとｅ
ＮＢとの間の現在の鍵を利用して鍵更新のための関連情報に対して実行される。
【０３５９】
　１００７：ＵＥは、ｅＮＢがＵＥに送信する鍵更新メッセージをＷＤに転送する。
【０３６０】
　１００８：ＷＤは、鍵更新メッセージに保持されている情報にしたがって、新しい暗号
鍵および／または新しいインテグリティ保護鍵を生成し、ＷＤは、更新を完了した後、鍵
更新完了メッセージをＵＥに送信する。
【０３６１】
　１００９：ＵＥは、鍵更新完了メッセージをｅＮＢに送信して、ＷＤが鍵更新を完了し
た旨をｅＮＢに通知する。
【０３６２】
　上記では、本発明の実施形態で提供される解決手段について主にネットワーク素子間の
やり取りの観点から説明している。前述した機能を実現するためには、各ネットワーク素
子、例えば、第１のユーザ機器、第２のユーザ機器、アクセスネットワークデバイスまた
はコアネットワークデバイスが、さまざまな機能を実行するために利用される対応するハ
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ードウェア構造および／またはソフトウェアモジュールを含むと理解されたい。本明細書
で開示した実施形態を参照しつつ説明した例のそれぞれにおけるユニットおよびアルゴリ
ズムのステップは、本発明において、ハードウェアの形態で、または、ハードウェアおよ
びコンピュータソフトウェアの組み合わせの形態で実現され得ることは、当業者であれば
容易に認めるはずである。ハードウェアで機能を実現するか、または、コンピュータソフ
トウェアがハードウェアを駆動する方式で機能を実現するかは、具体的な用途および技術
的解決手段の設計上の制約および要件に応じて決まる。当業者であれば、具体的な用途毎
に、説明した機能を実装する際に利用する方法を変更し得るが、このような実装が本発明
の範囲を超えるものとみなされるべきではない。
【０３６３】
　図１１は、前述した実施形態におけるアクセスネットワークデバイスがとり得る構造を
示す概略図である。
【０３６４】
　アクセスネットワークデバイスは、送信機／受信機１１０１、コントローラ／プロセッ
サ１１０２、メモリ１１０３および通信部１１０４を備える。送信機／受信機１１０１は
、前述した実施形態においてＵＥから／への情報の受信／送信の際にアクセスネットワー
クデバイスをサポートするよう構成されており、他のＵＥとの間で無線通信を実行する際
にＵＥをサポートするよう構成されている。コントローラ／プロセッサ１１０２は、ＵＥ
と通信するためのさまざまな機能を実行する。アップリンクにおいて、ＵＥからのアップ
リンク信号は、アンテナによって受信され、受信機１１０１によって復調され、さらにコ
ントローラ／プロセッサ１１０２によって処理されることにより、ＵＥが送信するサービ
スデータおよびシグナリング情報が復元される。ダウンリンクにおいて、サービスデータ
およびシグナリングメッセージは、コントローラ／プロセッサ１１０２によって処理され
、送信機１１０１によって復調されてダウンリンク信号を生成し、ダウンリンク信号はア
ンテナによってＵＥに送信される。コントローラ／プロセッサ１１０２はさらに、アクセ
スネットワークデバイスに関する図３から図１０における処理プロセスを実行し、および
／または、本願で説明する技術の別のプロセスを実行するよう構成されている。メモリ１
１０３は、アクセスネットワークデバイスのプログラムコードおよびデータを格納するよ
う構成されている。 通信部１１０４は、別のネットワークエンティティと通信する際に
アクセスネットワークデバイスをサポートするよう構成されている。例えば、通信部１１
０４は、図２に示す別の通信ネットワークエンティティ、例えば、コアネットワークＥＰ
ＣにおけるＭＭＥ，ＳＧＷおよび／またはＰＧＷと通信する際にアクセスネットワークデ
バイスをサポートするよう構成されている。
【０３６５】
　図１１はアクセスネットワークデバイスの設計を簡略化して図示しているに過ぎないと
理解されたい。実際に適用する場合には、アクセスネットワークデバイスは、任意の数の
送信機、受信機、プロセッサ、コントローラ、メモリ、通信部等を含むとしてよく、本発
明を実現可能なアクセスネットワークデバイスは全て、本発明の保護範囲に含まれる。
【０３６６】
　図１２は、前述した実施形態における第２のユーザ機器がとり得る設計構造を示す簡略
概略図である。第２のユーザ機器は、送信機１２０１、受信機１２０２、コントローラ／
プロセッサ１２０３、メモリ１２０４、モデムプロセッサ１２０５、ＷｉＦｉ（登録商標
）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール１２１０、電源１２１１等
を備える。
【０３６７】
　送信機１２０１は、（例えば、アナログ変換、フィルタリング、増幅およびアップコン
バートによって）出力サンプルを調整して、アップリンク信号を生成する。アップリンク
信号は、前述した実施形態においてアンテナによってアクセスネットワークデバイスに送
信される。ダウンリンクにおいて、アンテナは、前述した実施形態においてアクセスネッ
トワークデバイスが送信したダウンリンク信号を受信する。受信機１２０２は、アンテナ
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から受信した信号を（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバートおよびデジタル
化によって）調整して、入力サンプルを提供する。モデムプロセッサ１２０５において、
エンコーダ１２０６は、アップリンクで送信される予定のシグナリングメッセージおよび
サービスデータを受信して、サービスデータおよびシグナリングメッセージを（例えば、
フォーマッティング、コーディングおよびインターリーブによって）処理する。変調器１
２０７はさらに、エンコードされるシグナリングメッセージおよびサービスデータを（例
えば、シンボルマッピングおよび変調によって）処理して、出力サンプルを提供する。復
調器１２０９は、入力サンプルを（例えば、復調によって）処理して、シンボル推定を提
供する。デコーダ１２０８は、シンボル推定を（例えば、デインターリーブおよびデコー
ディングによって）処理して、第２のユーザ機器に送信される、デコード済みデータおよ
びデコード済みシグナリングメッセージを提供する。エンコーダ１２０６、変調器１２０
７、復調器１２０９およびデコーダ１２０８は、複合モデムプロセッサ１２０５によって
実現されるとしてよい。これらのユニットは、無線アクセスネットワークが利用する無線
アクセス技術（ＬＴＥまたは他の最新型システムにおけるアクセス技術等）にしたがって
処理を実行する。
【０３６８】
　ＷｉＦｉ（登録商標）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール１２
１０は、ＷｉＦｉ（登録商標）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）信号受信
機および送信機を有するとしてよく、受信機および送信機を利用して、ＷｉＦｉ（登録商
標）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）機能を持つ第１のユーザ機器等の別
のデバイスとの間でデータ通信を実行するとしてよい。
【０３６９】
　電源１２１１（電池等）は、各部への電力の供給を担当する。好ましくは、電源は、電
源管理システムを利用して論理的にコントローラ／プロセッサ１２０３に接続されている
としてよく、これによって、電源管理システムを利用することで、充電、放電および消費
電力の管理等の機能を実現する。
【０３７０】
　コントローラ／プロセッサ１２０３は、第２のユーザ機器の動作を制御および管理し、
前述した実施形態において第２のユーザ機器が実行する処理を実行するよう構成されてい
る。例えば、コントローラ／プロセッサ１２０３は、第１のタスクおよび／または本発明
で説明する技術の別のプロセスを実行するようユーザ機器を制御するように構成されてい
る。例えば、コントローラ／プロセッサ１２０３はさらに、第２のユーザ機器に関する、
図３から図１０に図示している処理プロセスを実行するように構成されており、および／
または、本願で説明している技術の別のプロセスを実行するように構成されている。メモ
リ１２０４は、第２のユーザ機器のために利用されるプログラムコードおよびデータを格
納するよう構成されている。
【０３７１】
　図１３は、前述した実施形態における第１のユーザ機器がとり得る設計構造を示す簡略
概略図である。第１のユーザ機器は、送信機１３０１、受信機１３０２、コントローラ／
プロセッサ１３０３、メモリ１３０４、モデムプロセッサ１３０５、ＷｉＦｉ（登録商標
）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール１３１０、電源１３１１等
を備えるとしてよい。
【０３７２】
　送信機１３０１は、（例えば、アナログ変換、フィルタリング、増幅およびアップコン
バートによって）出力サンプルを調整して、アップリンク信号を生成する。アップリンク
信号は、前述した実施形態においてアンテナによって基地局に送信される。ダウンリンク
において、アンテナは、前述した実施形態において基地局が送信したダウンリンク信号を
受信する。受信機１３０２は、アンテナから受信した信号を（例えば、フィルタリング、
増幅、ダウンコンバートおよびデジタル化によって）調整して、入力サンプルを提供する
。モデムプロセッサ１３０５において、エンコーダ１３０６は、アップリンクで送信され
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る予定のシグナリングメッセージおよびサービスデータを受信して、サービスデータおよ
びシグナリングメッセージを（例えば、フォーマッティング、コーディングおよびインタ
ーリーブによって）処理する。変調器１３０７はさらに、エンコードされるシグナリング
メッセージおよびサービスデータを（例えば、シンボルマッピングおよび変調によって）
処理して、出力サンプルを提供する。復調器１３０９は、入力サンプルを（例えば、復調
によって）処理して、シンボル推定を提供する。デコーダ１３０８は、シンボル推定を（
例えば、デインターリーブおよびデコーディングによって）処理して、第１のユーザ機器
に送信される、デコード済みデータおよびデコード済みシグナリングメッセージを提供す
る。エンコーダ１３０６、変調器１３０７、復調器１３０９およびデコーダ１３０８は、
複合モデムプロセッサ１３０５によって実現されるとしてよい。これらのユニットは、無
線アクセスネットワークが利用する無線アクセス技術（ＬＴＥまたは他の最新型システム
におけるアクセス技術等）にしたがって処理を実行する。
【０３７３】
　ＷｉＦｉ（登録商標）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール１３
１０は、ＷｉＦｉ（登録商標）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）信号受信
機および送信機を有するとしてよく、受信機および送信機を利用して、ＷｉＦｉ（登録商
標）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）機能を持つ第２のユーザ機器等の別
のデバイスとの間でデータ通信を実行するとしてよい。
【０３７４】
　本発明の本実施形態において、ネットワークデバイスと直接のやり取りするタスクが全
て第２のユーザ機器によって実行される場合、第１のユーザ機器は、送信機１３０１、受
信機１３０２、モデムプロセッサ１３０５およびモデムプロセッサ１３０５の内部構成要
素を含まないとしてよい。
【０３７５】
　電源１３１１（電池等）は、各部への電力の供給を担当する。好ましくは、電源は、電
源管理システムを利用して論理的にコントローラ／プロセッサ１３０３に接続されている
としてよく、これによって、電源管理システムを利用することで、充電、放電および消費
電力の管理等の機能を実現する。
【０３７６】
　コントローラ／プロセッサ１３０３は、第１のユーザ機器の動作を制御および管理し、
前述した実施形態において第１のユーザ機器が実行する処理を実行するよう構成されてい
る。例えば、コントローラ／プロセッサ１３０３は、本発明で説明する技術の第２のタス
クおよび／または別のプロセスを実行するようユーザ機器を制御するよう構成されている
。例えば、コントローラ／プロセッサ１３０３はさらに、第１のユーザ機器に関する、図
３から図１０に図示している処理プロセスを実行するように構成されており、および／ま
たは、本願で説明している技術の別のプロセスを実行するように構成されている。メモリ
１３０４は、第１のユーザ機器のために利用されるプログラムコードおよびデータを格納
するよう構成されている。
【０３７７】
　図１４は、前述した実施形態におけるコアネットワークデバイスの設計を示すブロック
図である。コアネットワークデバイスは、ＥＰＣネットワークであってよく、コアネット
ワークデバイスは、ＭＭＥ、ＳＧＷ、ＰＧＷまたはこれらの組み合わせであってよい。
【０３７８】
　コアネットワークデバイスはコントローラ／プロセッサ１４０２を有する。コントロー
ラ／プロセッサ１４０２は、コアネットワークデバイスの動作を制御および管理するよう
構成されており、ＵＥの通信サービスをサポートするためのさまざまな機能を実行するよ
う構成されている。例えば、コントローラ／プロセッサ１４０２は、ネットワークデバイ
スおよびコアネットワークデバイスに関する、図３から図１０に図示している処理プロセ
スを実行する上で、および／または、本明細書で説明している技術の別のプロセスを実行
する上で、コアネットワークデバイスをサポートするように構成されている。メモリ１４
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０１は、コアネットワークデバイスのために利用されるプログラムコードおよびデータを
格納するよう構成されている。通信部１４０３は、別のネットワークエンティティとの通
信、例えば、図１１におけるアクセスネットワークデバイスにおける通信部１１０４との
通信、図１２における第２のユーザ機器との通信、および／または、図１３における第１
のユーザ機器との通信をサポートするよう構成されている。別の例を挙げると、通信部１
４０３は図２に示すネットワークエンティティとの通信をサポートする。
【０３７９】
　本発明におけるアクセスネットワークデバイス、ユーザ機器またはコアネットワークデ
バイスの機能を実行するよう構成されているコントローラ／プロセッサは、中央演算処理
装置（ＣＰＵ）、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または別
のプログラマブルロジカルデバイス、トランジスタロジカルデバイス、ハードウェアコン
ポーネント、または、これらの任意の組み合わせであってよい。コントローラ／プロセッ
サは、本発明で開示した内容を参照しつつ説明したさまざまなロジカルブロック、モジュ
ールおよび回路の例を実現または実行するとしてよい。これに代えて、プロセッサは、算
出機能を実現する複数のプロセッサの組み合わせ、例えば、１または複数のマイクロプロ
セッサの組み合わせ、または、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組み合わせであってよ
い。
【０３８０】
　「第１」、「第２」、「第３」等の説明は単に、区別がより明確になることを意図して
いるに過ぎず、名詞に対する限定を構成するものではないと留意されたい。
【０３８１】
　当業者はさらに、本明細書で開示した実施形態で説明した例と組み合わせて、ユニット
およびアルゴリズムのステップは電子ハードウェア、コンピュータソフトウェアまたはこ
れらの組み合わせによって実現され得るものと認めるとしてよい。ハードウェアとソフト
ウェアとの間の相互互換性を明確に説明するべく、上記では概して、機能に応じて各例の
構成およびステップを説明している。機能をハードウェアまたはソフトウェアのどちらで
実行するかは、具体的な用途および技術的解決手段の設計上の制約条件に応じて決まる。
当業者であれば、具体的な用途毎に、説明した機能を実装する際に利用する方法を変更し
得るが、このような実装が本発明の範囲を超えるものとみなされるべきではない。
【０３８２】
　本明細書で開示した実施形態で説明する方法またはアルゴリズムのステップは、ハード
ウェア、プロセッサで実行するソフトウェアモジュールまたはこれらの組み合わせで実現
されるとしてよい。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、メ
モリ、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、電気的にプログラム可能なＲＯＭ、電気的に消
去可能でプログラム可能なＲＯＭ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能なディスク
、ＣＤ－ＲＯＭ、または、関連技術分野で公知である任意の別の形態の格納媒体にあると
してよい。
【０３８３】
　前述した具体的な実現例では、本発明の目的、技術的解決手段および恩恵をさらに詳細
に説明している。前述した説明は単に本発明の具体的な実現例であるが、本発明の保護範
囲を限定することを意図しているわけではないと理解されたい。本発明の意図および原理
を逸脱することなくなされた任意の修正、均等物による置き換え、または、改善は、本発
明の保護範囲に含まれるものとする。
　本願によれば、以下の項目もまた開示される。
［項目１］
　ユーザ機器であって、前記ユーザ機器は第１のユーザ機器であり、
　プロセッサであって、第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行することによっ
て、ネットワークデバイスとの通信に必要とされる第１の結果を取得すると決定するよう
構成されており、前記第１の結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルもし
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くはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャン
プオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム
情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしく
はサービングセルに関する情報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報
もしくはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリ
ンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報
を含む、プロセッサと、
　前記第２のユーザ機器が送信する前記第１の結果を受信するよう構成されている受信機
であって、前記第１の結果は前記第１のタスクを実行することによって前記第２のユーザ
機器によって取得される、受信機と
　を備え、
　前記プロセッサはさらに、前記第１の結果を利用して前記ネットワークデバイスと通信
するよう構成されている
　ユーザ機器。
［項目２］
　前記第１のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情
報リスニング、セルページングメッセージリスニング、セルページングメッセージ受信、
サービングセルで利用するアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整
情報を決定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイミング事前情報もしく
はアップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定すること、また
は、トラッキングエリアを更新すると決定することのうち１または複数のタスクを含む
　項目１に記載のユーザ機器。
［項目３］
　前記プロセッサはさらに、第２のタスクのみを実行するよう構成されており、前記第２
のタスクは、セルサーチ、セル測定、セル選択、セル再選択、セルシステム情報変化リス
ニング、セルシステム情報受信、セルページングメッセージリスニング、セルページング
メッセージ受信、サービングセルで利用するアップリンク送信電力情報またはアップリン
ク送信電力調整情報を決定すること、サービングセルで利用するアップリンクタイミング
事前情報またはアップリンク事前調整情報を決定すること、トラッキングエリアを決定す
ること、および、トラッキングエリアを更新すると決定することのうち、前記第１のタス
ク以外のタスクを含む
　項目１または２に記載のユーザ機器。
［項目４］
　前記受信機はさらに、
　前記第２のユーザ機器が送信するページングメッセージを受信するよう構成されており
、前記ページングメッセージのページングオブジェクトは前記第１のユーザ機器であり、
または、
　前記第２のユーザ機器が送信するページングメッセージのコンテンツの一部または全て
を受信するよう構成されており、前記ページングメッセージは、前記ネットワークデバイ
スが送信して、前記第２のユーザ機器が受信し、または、
　前記第２のユーザ機器が送信するサービス通知メッセージを受信するよう構成されてお
り、前記サービス通知メッセージは、前記ネットワークデバイスが送信した受信ページン
グメッセージにしたがって前記第２のユーザ機器が決定する
　項目１から３のいずれか一項に記載のユーザ機器。
［項目５］
　前記プロセッサはさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、グループを解除す
るよう決定するよう構成されている
　項目４に記載のユーザ機器。
［項目６］
　前記予め設定された条件が満たされることは、



(60) JP 6897921 B2 2021.7.7

10

20

30

40

50

　前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしき
い値に到達すること、または、
　前記第１のユーザ機器が、前記第２のユーザ機器もしくは前記ネットワークデバイスが
送信するグループ解除指示情報を受信すること、または、
　前記第１のユーザ機器が、人間－機械インターフェースを利用することで、または、ア
プリケーション層から、グループ解除指示情報を受信すること
　を含む
　項目５に記載のユーザ機器。
［項目７］
　ユーザ機器であって、前記ユーザ機器は第２のユーザ機器であり、
　ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得するべく第１のタスクを実行
するよう構成されているプロセッサであって、前記第１の結果は、ページング情報、キャ
ンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果
、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情
報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャン
プオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情報、サービングセルのアップリ
ンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルのア
ップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つ
の情報を含む、プロセッサと、
　第１のユーザ機器が前記第１の結果を利用して前記ネットワークデバイスと通信するよ
うに、前記第１の結果を前記第１のユーザ機器に送信するよう構成されている送信機と
　を備える、ユーザ機器。
［項目８］
　前記プロセッサはさらに、
　セル測定を実行して、サービングセル測定結果および／もしくは隣接セル測定結果を取
得すること、
　セル選択もしくはセル再選択を実行し、選択もしくは再選択されたセルに関する情報を
決定すること、
　キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報をリスニングして
、前記キャンプオンする予定のセルもしくは前記サービングセルの前記システム情報が変
化する場合に前記キャンプオンする予定のセルもしくは前記サービングセルの変化後のシ
ステム情報を決定すること、または、
　ページングメッセージをリスニングして、ページングオブジェクトが前記第１のユーザ
機器であるページングメッセージがリスニングによって取得されると決定すること、
　のうち少なくとも１つを実行するよう構成されており、
　前記送信機はさらに、第４の要求メッセージを前記ネットワークデバイスに送信するよ
う構成されており、前記第４の要求メッセージは、前記ネットワークデバイスが提供する
サービスについて必要なパラメータ情報を取得するために利用され、前記ユーザ機器はさ
らに、
　前記ネットワークデバイスが送信する第１の応答メッセージを受信するよう構成されて
いる受信機であって、前記第１の応答メッセージは、前記パラメータ情報を含み、前記パ
ラメータ情報は、アップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電力調整情報、ア
ップリンクタイミング事前情報もしくはアップリンク事前調整情報、または、設定パラメ
ータのうち少なくとも１つを含み、前記設定パラメータは、物理層設定パラメータ、媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）層設定パラメータ、無線リンク制御（ＲＬＣ）層設定パラメータ
、パケットデータコンバーゼンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層設定パラメータ、または、無
線リソース制御（ＲＲＣ）設定パラメータのうち少なくとも１つのパラメータを含む、受
信機を備える
　項目７に記載のユーザ機器。
［項目９］
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　前記第１のユーザ機器が送信する第１の要求メッセージを受信するよう構成されている
受信機であって、前記第１の要求メッセージは前記第１の結果を要求するために利用され
る、受信機をさらに備える
　項目８に記載のユーザ機器。
［項目１０］
　前記プロセッサはさらに、前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器との間にグル
ープを構築するよう決定するよう構成されており、前記グループは、前記第１のユーザ機
器および前記第２のユーザ機器が前記ネットワークデバイスとの通信のために利用される
少なくとも１つの情報を共有する旨を示し、
　前記送信機はさらに、前記グループが前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器と
の間に構築されている旨を示すべく、前記第１のユーザ機器にグループ構築確認メッセー
ジを送信するよう構成されている
　項目９に記載のユーザ機器。
［項目１１］
　前記受信機はさらに、前記ネットワークデバイスが送信するページングメッセージを受
信するよう構成されており、
　前記ページングメッセージは
　前記グループのグループ情報、
　前記第１のユーザ機器の識別子、
　前記第１のユーザ機器の前記識別子およびグループ処理を実行するか否かを示す指示、
　前記第１のユーザ機器の前記識別子および前記ページングメッセージを前記第１のユー
ザ機器に転送するか否かを示す指示、または、
　前記第１のユーザ機器の前記識別子および前記第２のユーザ機器の識別子
　のうち１つを含む
　項目１０に記載のユーザ機器。
［項目１２］
　前記送信機はさらに、前記ページングメッセージを前記第１のユーザ機器に転送するか
、または、前記ページングメッセージのコンテンツの一部または全てを前記第１のユーザ
機器に送信するか、または、サービス通知メッセージを前記第１のユーザ機器に送信する
よう構成されており、前記サービス通知メッセージは、前記ネットワークデバイスが送信
する受信した前記ページングメッセージにしたがって前記第２のユーザ機器が決定する
　項目８から１１のいずれか一項に記載のユーザ機器。
［項目１３］
　前記プロセッサはさらに、予め設定された条件が満たされる場合に、前記グループを前
記第２のユーザ機器によって解除するよう構成されている
　項目１０に記載のユーザ機器。
［項目１４］
　前記予め設定された条件が満たされることは、
　前記第１のユーザ機器と前記第２のユーザ機器との間の距離もしくは信号の品質がしき
い値に到達すること、または、
　前記第２のユーザ機器が、前記第１のユーザ機器もしくは前記ネットワークデバイスが
送信するグループ解除指示情報を受信すること、または、
　前記第２のユーザ機器が、人間－機械インターフェースを利用することで、または、ア
プリケーション層から、グループ解除指示情報を受信すること
　を含む
　項目１３に記載のユーザ機器。
［項目１５］
　前記送信機はさらに、グループ解除指示情報を前記ネットワークデバイスに送信するよ
う構成されており、前記グループ解除指示情報は、前記第１のユーザ機器と前記第２のユ
ーザ機器との間の前記グループを解除するよう命令するために利用される
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　項目１３または１４に記載のユーザ機器。
［項目１６］
　前記プロセッサはさらに、前記ネットワークデバイスへのランダムアクセスプロセスま
たはロケーション更新プロセスを実行するよう構成されており、前記送信機はさらに、前
記ランダムアクセスプロセスまたは前記ロケーション更新プロセスにおいて、前記グルー
プ解除指示情報を前記ネットワークデバイスに、送信するよう構成されている
　項目１５に記載のユーザ機器。
［項目１７］
　第２のユーザ機器を利用して第１のタスクを実行することによって、ネットワークデバ
イスとの通信に必要とされる第１の結果を取得すると決定する段階であって、前記第１の
結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する
情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャンプオンする予定のセルもしく
はサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステム情報、セル選択もしくはセル
再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもしくはサービングセルに関する情
報、サービングセルで利用されるアップリンク送信電力情報もしくはアップリンク送信電
力調整情報、または、サービングセルで利用されるアップリンクタイミング事前情報もし
くはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を含む、段階と、
　前記第２のユーザ機器が送信する前記第１の結果を受信する段階であって、前記第１の
結果は、前記第１のタスクを実行することによって前記第２のユーザ機器によって取得さ
れる、段階と、
　前記第１の結果を利用して前記ネットワークデバイスと通信する段階と
　を備える方法。
［項目１８］
　ネットワークデバイスとの通信に必要な第１の結果を取得するべく第１のタスクを実行
する段階であって、前記第１の結果は、ページング情報、キャンプオンする予定のセルも
しくはサービングセルに関する情報、サービングセル測定結果、隣接セル測定結果、キャ
ンプオンする予定のセルもしくはサービングセルのシステム情報もしくは更新済みシステ
ム情報、セル選択もしくはセル再選択の後に取得されるキャンプオンする予定のセルもし
くはサービングセルに関する情報、サービングセルのアップリンク送信電力情報もしくは
アップリンク送信電力調整情報、または、サービングセルのアップリンクタイミング事前
情報もしくはアップリンク事前調整情報のうち少なくとも１つの情報を含む、段階と、
　第１のユーザ機器が前記第１の結果を利用して前記ネットワークデバイスと通信するよ
うに、前記第１の結果を前記第１のユーザ機器に送信する段階と
　を備える方法。
［項目１９］
　項目１７または１８に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラム。
［項目２０］
　プログラムを格納しているコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムがプロ
セッサによって実行されると、項目１７または１８に記載の方法が実行される、コンピュ
ータ可読記憶媒体。
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